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発

刊

の
、ヲ・・
」ー

と

lよ

九
州
縦
貫
自
動
車
道
福
岡
能
…
本
線
の
計
画
路
線
が
決
定
し
、
こ
の
計
画
路
線
に
か
か
る
本
県
内
の
遺
跡
の
緊
急
調
査
に
つ
い
て
、
道
路
公
団
か
ら
県
教
育
委

員
会
に
依
頼
が
あ
っ
た
。
県
教
育
委
員
会
は
、
九
州
縦
貫
道
発
掘
調
査
委
員
会
を
組
織
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
十
四
日
か
ら
八
月
十
五
日
ま
で
発
掘
調
査

を
実
施
し
た
。
調
査
を
実
施
し
た
遺
跡
は
、
事
前
調
査
で
確
認
さ
れ
た
基
山
町
伊
勢
山
と
鳥
栖
市
永
吉
の
二
か
所
で
あ
っ
て
、
本
書
は
そ
の
発
掘
調
査
の
報
告

書
で
あ
る
。

こ
の
報
告
書
は
、
短
期
間
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
不
備
な
点
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
が
、
本
県
で
は
ほ
と
ん
ど
ま
だ
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
な

い
古
墳
時
代
の
住
居
祉
と
、
県
内
で
は
は
じ
め
て
の
祭
紀
遺
跡
の
報
告
書
で
あ
る
の
で
、
本
県
に
お
け
る
古
墳
時
代
の
研
究
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

本
書
を
発
刊
す
る
に
当
っ
て
、
炎
熱
と
た
た
か
い
な
が
ら
発
掘
調
査
に
努
力
し
て
い
た
だ
い
た
調
査
員
の
方
々
、
短
期
間
に
資
料
を
整
理
し
て
報
告
書
を
ま

と
め
て
い
た
だ
い
た
執
筆
者
に
対
し
、
お
礼
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
長
期
に
わ
た
る
調
査
期
間
中
い
ろ
い
ろ
と
ご
協
力
を
賜
わ
っ
た
基
山
町
小
倉
と
鳥
栖
市

永
吉
の
地
元
の
方
々
に
感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。
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一、

発
掘
調
査
の
経
過

九
州
縦
貫
自
動
車
道
(
福
岡
熊
本
線
)

の
計
画
路
線
中
に
所
在
す
る
本
県
内
の
遺
跡
に
つ
い
て
の
事
前
調
査
は
、
道
路
公
団
九
州
支
社
の
依

頼
を
受
け
て
福
岡
県
の
高
山
明
氏
が
昭
和
四
十
一
年
八
月
に
実
施
し
、
次
の
と
お
り
報
告
し
て
い
た
。

O
鳥
栖
市
永
吉

遺
物
散
布
地
(
価
値
は
普
通
)

僅
か
に
残
さ
れ
た
台
地
で
あ
り
、
畑
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
弥
生
式
土
器
片
が
多
く
散
布
し
て
い
る
。
周
辺
に
も
同
じ
よ
う
な
散
布
地
が
多

く
、
お
そ
ら
く
一
連
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
丹
塗
土
器
も
あ
り
、
饗
棺
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

O
鳥
栖
市
永
吉

遺
物
散
布
地
(
価
値
は
普
通
)

水
田
に
固
ま
れ
僅
か
に
残
っ
た
台
地
で
あ
る
が
、
弥
生
式
土
器
片
が
散
布
し
て
い
る
。
付
近
に
も
弥
生
遺
跡
地
ら
し
い
場
所
が
多
く
、
こ
の

台
地
に
も
住
居
跡
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
散
布
状
態
は
密
で
は
な
い
。

O
鳥
栖
市
永
吉

遺
物
散
布
地
(
価
値
は
普
通
)

秋
光
川
に
沿
っ
た
台
地
の
基
山
町
と
鳥
栖
市
の
境
に
あ
り
、
水
田
に
固
ま
れ
た
台
地
は
畑
作
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
畑
地
一
面
は
弥
生

式
土
器
の
散
布
地
で
あ
り
、
破
片
が
密
集
し
て
い
る
。
包
含
層
は
撹
乱
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
住
居
跡
の
床
面
ま
で
は
達
し
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
饗
形
土
器
は
な
く
、
査
・
部
類
の
も
の
が
多
く
、
丹
塗
の
土
器
片
も
多
い
。

O
鳥
栖
市
永
吉

弥
生
墓
地
(
価
値
は
普
通
)

自
動
車
教
習
所
の
近
辺
は
広
い
台
地
で
あ
る
が
、
こ
の
台
地
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
窒
棺
あ
り
、
弥
生
式
時
代
の
大
護
棺
墓
地
と
言
え
よ
う
。

副
葬
品
の
出
土
に
つ
い
て
は
分
ら
な
い
が
、
翠
棺
の
破
片
よ
り
み
て
中
期
よ
り
後
期
に
か
け
て
の
も
の
が
多
い
。

O
基
山
町
小
倉

遺
物
散
布
地
(
価
値
は
普
通
)



三
沢
ゴ
ル
フ
場
の
南
側
の
小
山
の
南
端
部
、
南
斜
面
に
弥
生
式
土
器
片
と
須
恵
器
片
が
多
く
散
布
し
て
い
る
。
弥
生
式
土
器
片
は
住
居
の
存

在
し
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
器
片
(
高
坪
・
器
台
な
ど
の
破
片
多
し
)
が
多
い
。
須
恵
器
の
散
布
は
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
範
囲
に
あ
る
。

古
墳
か
窯
跡
か
。

O
基
山
町
長
野

遺
物
散
布
地
(
価
値
は
普
通
)

長
野
部
落
の
す
ぐ
南
側
の
畑
地
に
多
く
の
弥
生
式
土
器
が
散
布
し
て
い
る
。
丹
塗
磨
研
の
壷
形
土
器
の
破
片
も
多
く
、
高
部
・
壷
な
ど
の
小

破
片
が
密
に
散
布
し
て
い
る
。
住
居
跡
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
る
。

昭
和
四
十
三
年
八
月
二
十
八
日
に
、
道
路
公
団
久
留
米
工
事
々
務
所
の
依
頼
に
よ
り
、
県
教
育
委
員
会
の
文
化
財
係
は
計
画
路
線
内
の
遺
跡

の
表
面
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
の
結
果
、
鳥
栖
市
永
吉
の
低
台
地
一
帯
お
よ
び
基
山
町
小
倉
の
伊
勢
山
丘
陵
一
帯
に
、
土
師
器
を
主
体

と
す
る
土
器
片
が
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
古
墳
時
代
の
住
居
祉
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
県
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
道
路
建
設
着
工
前
に
こ
の
両
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
旨
、
道
路

公
団
ヘ
報
告
し
た
。

四
十
四
年
に
な
っ
て
、
道
路
公
団
か
ら
県
教
育
委
員
会
ヘ
道
路
建
設
計
画
路
線
内
に
あ
る
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

県
教
育
委
員
会
は
、
九
州
縦
貫
道
伊
勢
山
・
永
吉
遺
跡
発
掘
調
査
委
員
会
を
設
け
、
四
十
四
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
緊
急
発
掘
調
査
を
実

施
し
た
。

ー
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・
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掘
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会
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総
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課

佐
賀
市
教
育
委
員
会
文
化
財
係
長

佐
賀
市
教
育
委
員
会
文
化
財
係

佐
賀
市
教
育
委
員
会
視
聴
覚
係

有
明
町
教
育
委
員
会
主
事

同神
埼
町
教
育
委
員
A 
:z:;，; 

主
事

有
田
町
教
育
委
員
会

鳥
栖
工
業
高
等
学
校

同佐
賀
市
北
川
副
小
学
校

鳥
栖
中
学
校

四

原
口

一
男

尾

形

徳

之

河

児

哲

司

石
隈
喜
佐
雄

佐
々
木

勝

木

下

巧

オて

'"木

醇

郎

宮

崎

昌

治

北

原

宇

杉

町

義

典

淵

上

茂

生

陣

内

栄

士

高

尾

正

好

江

崎

幹

夫

松

隈

土土ゴL

I罰

大

限

五日

中

野

手口

木

原

武

雄



佐
賀
県
税
事
務
所

奥

村

弘

佐
賀
大
学
考
古
学
研
究
会

山
岡
繁
樹
・
田
添
雅
勝

・
古
賀
紀
裕

・
大
坪
賢
市

・
矢
ケ
部
定
次

・
船
津
丸

ひ
ろ
子

・
木
下
ち
さ
と

・
大
山
紀
子

・
正
木
勝
利

・
山
口
登

・
牟
田
香

・
藤

戸
直
美

・
中
村
節
次

・
井
手
口
政
博

・
合
原
茂
宣

・
原
田
恭
子

・
中
島
信
幸

中
西
義
裕

・
析
谷
秀
秋

・
藤
井
要

・
原
崎
寿

・
宝
蔵
寺
博

・
岡
村
康
博

光
武
隆
久

・
大
淵
明
幸

・
浜
田
俊
二

・
山
下
雅
彦

駒
沢
大
学

国
平
健
二
、
国
士
舘
大
学

仮
屋
闘
重
和

鳥
栖
工
業
高
等
学
校

・
鳥
栖
高
等
学
校

・
佐
賀
東
高
等
学
校

・
佐
賀
西
高
等
学
校

・

小
城
高
等
学
校

・
鹿
島
高
等
学
校

・
鳥
栖
中
学
校
な
ど
の
生
徒

2
、
発
掘
調
査
日
誌

七
月
十
四
日
(
月
)

曇
天
時
々
小
雨

十
一
時
か
ら
基
山
町
小
倉
伊
勢
山
神
社
境
内
に
お
い
て
、
地
鎮
祭
お
よ
び
鍬
入
式
を
挙
行
す
。
県
教
育
委
員
会
か
ら
大
国
教
育
次
長

・
白
浜

社
会
教
育
課
長

・
文
化
財
係
・
庶
務
係
、
基
山
町
教
育
委
員
会

・
鳥
栖
市
教
育
委
員
会

・
地
元
関
係
者

・
発
掘
調
査
員
等
が
参
加
し
た
。

十
四
時
か
ら
基
山
町
小
倉
の
伊
勢
山
遺
跡
の
調
査
を
地
形
測
量
と
発
掘
調
査
の
二
班
に
分
か
れ
て
実
施
し
た
。
伊
勢
山
神
社
の
境
内
は
、
松

や
雑
木
が
生
い
茂
っ
て
森
を
形
成
し
、
社
殿
の
東
側
が
や
や
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
森
林
の
東
南
端
に
接
し
て
い
る
畑
地
に
、
里
道
に
そ
う

て
幅
二
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
二

0
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
こ
の
ト
レ
ン
チ
内
を
五
区
に
分
け
発
掘
を
行
な
っ
た
。
各
区
か
ら
土
師
器

の
小
片
が
小
数
づ
つ
出
土
し
た
が
、

森
林
に
隣
接
し
て
い
る
第

一
区
か
ら
の
土
器
片
の
出
土
が
最
も
多
く
、
住
居
祉
の
壁
面
の
一
部
が
現
わ
れ

五
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ノ、

た
。
こ
の
ト
レ
ン
チ
を
第
五
ト
レ
ン
チ
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

七
月
十
五
日
(
火
)

晴
天

地
形
測
量
と
第
五
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
を
継
続
し
て
行
な
う
。
第
二

l
第
五
区
ま
で
は
遺
物
の
出
土
が
少
な
く
、
ま
た
、
明
確
な
遺
構
も
発
見

さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
発
掘
を
中
止
す
る
こ
と
に
し
た
。
住
居
祉
が
現
わ
れ
た
第
一
区
の
発
掘
に
主
力
を
そ
そ
、
ぎ
、
住
居
祉
の
全
貌
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
発
掘
区
域
を
拡
張
し
た
。

一
方
、
里
道
の
そ
ば
の
断
面
に
住
居
祉
ら
し
い
遺
構
の
露
出
し
て
い
る
地
点
を
選
び
、
第
一
ト
レ
ン
チ
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
こ
の
第
一
ト

レ
ン
チ
は
森
林
中
で
あ
っ
て
、
神
社
の
森
の
西
北
寄
り
に
位
置
し
て
お
り
、
里
道
を
挟
ん
で
片
側
は
茶
園
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
づ
樹

木
の
伐
採
作
業
を
行
な
い
、

一
部
発
掘
に
と
り
か
か
っ
た
。

七
月
十
六
日
(
水
)

晴
天

地
形
測
量
と
第
五
・
第
一
の
ト
レ
ン
チ
発
掘
を
継
続
し
て
行
な
う
。
第
一
ト
レ
ン
チ
の
住
居
祉
か
ら
は
、
炭
化
米
や
土
器
片
が
出
土
す
る
と

と
も
に
、
炉
祉
、
お
よ
び
粘
土
作
り
の
か
ま
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
第
一
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
甑
・
腕
な
ど
の
土
器
片
や
鉄
器
な
ど
が
出
土
し
た
。

七
月
十
七
日
(
木
)

晴
天

第
五
ト
レ
ン
チ
の
住
居
祉
の
発
掘
を
終
了
し
た
。
こ
の
住
居
祉
の
三
壁
面
は
よ
く
残
っ
て
い
た
が
、
里
道
の
下
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
壁

面
は
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
か
ま
ど
の
部
分
の
発
掘
も
す
み
、
完
全
に
近
い
土
師
器
の
掃
や
甑
の
破
片
な
ど
が
出
土
し
た
。

第
一
ト
レ
ン
チ
の
住
居
祉
の
発
掘
の
た
め
、
ト
レ
ン
チ
を
拡
張
し
て
作
業
を
続
け
た
。
こ
の
住
居
祉
の
床
面
は
凹
凸
が
は
げ
し
く
、
手
控
土

器
が
出
土
し
た
。
本
格
的
な
暑
さ
と
な
り
、
調
査
員
の
疲
労
が
気
付
か
わ
れ
て
き
た
。

七
月
十
八
日
(
金
)

晴
天

第
五
ト
レ
ン
チ
の
住
居
祉
の
実
測
に
か
か
る
。
こ
の
住
居
祉
の
床
面
に
は
、
全
面
に
炭
化
米
の
散
布
が
見
ら
れ
る
。
第
一
ト
レ
ン
チ
を
さ
ら



に
拡
張
し
て
発
掘
を
続
け
、
住
居
祉
に
隣
接
す
る
地
点
か
ら
遠
賀
川
式
土
器
片
を
発
見
し
た
。
ま
た
、
祭
紀
遺
物
も
相
当
に
出
土
し
、
祭
紀
遺

跡
の
存
在
も
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

本
日
か
ら
第
一
と
第
五
ト
レ
ン
チ
の
中
間
に
、
第
二
・
第
三
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
発
掘
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
が
、
こ
こ
も
神
社
境
内
の

森
林
中
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
樹
木
の
伐
採
を
な
し
、

一
部
の
発
掘
に
着
手
し
た
。

七
月
十
九
日
(
土
)

晴
天

第
五
ト
レ
ン
チ
の
実
測
を
継
続
。
第
一
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
区
域
を
さ
ら
に
拡
張
し
て
作
業
を
続
け
た
。
手
控
土
器
や
滑
石
製
平
玉
な
ど
の
祭

紀
遺
物
が
相
当
に
出
土
し
は
じ
め
た
の
で
、
土
砂
の
一
部
は
水
洗
い
を
し
て
玉
類
の
検
出
を
行
な
っ
た
。
神
社
境
内
の
森
林
の
樹
木
の
伐
採
に

つ
い
て
部
落
代
表
と
協
議
し
た
。

七
月
二
十
日
(
日
)

晴
天
曇
が
ち

調
査
員
の
疲
労
が
目
立
ち
、
鼻
血
な
ど
出
す
者
が
出
た
の
で
、
身
体
異
状
者
は
室
内
勤
務
と
し
、
出
土
し
た
土
器
の
整
理
作
業
を
担
当
さ
せ

る
。
第
五
ト
レ
ン
チ
は
、
住
居
祉
が
発
見
さ
れ
た
第
一
区
の
み
を
残
し
、
他
の
部
分
は
す
べ
て
埋
戻
す
。
第
五
ト
レ
ン
チ
の
住
居
祉
の
実
測
作

業
終
了
す
。

第
一
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
区
域
を
さ
ら
に
拡
張
し
て
、
発
掘
作
業
を
続
け
た
が
、
滑
石
製
の
玉
や
有
孔
円
盤
等
が
出
土
し
、
作
業
は
余
り
は
か

ど
ら
な
か
っ
た
。
特
に
、
水
洗
い
の
た
め
の
土
砂
を
麓
の
川
ま
で
運
ぶ
運
搬
作
業
に
苦
労
し
た
。

第
二
・
第
三
ト
レ
ン
チ
の
本
格
的
発
掘
を
は
じ
め
た
が
、
第
三
ト
レ
ン
チ
の
地
時
は
予
想
以
上
に
深
く
、
発
掘
の
困
難
が
感
じ
ら
れ
た
。

七
月
二
十
一
日
(
月
)
晴
天

梯
子
を
借
用
し
て
や
ぐ
ら
を
組
み
、
第
五
ト
レ
ン
チ
の
住
居
祉
の
写
真
撮
影
を
行
な
っ
た
。
第
一
ト
レ
ン
チ
は
発
掘
区
域
を
さ
ら
に
拡
張
し

て
作
業
を
続
け
た
。
こ
の
二
号
住
居
祉
か
ら
は
引
続
き
滑
石
製
の
玉
や
有
孔
円
盤
な
ど
が
出
土
し
、
床
さ
ら
え
は
進
捗
せ
ず
、
ま
た
、
排
土
の

七
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水
洗
い
の
た
め
の
運
搬
作
業
に
困
窮
し
た
。

第
二
・
第
三
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
作
業
を
継
続
し
、
土
師
器
類
の
ほ
か
押
型
文
の
土
器
片
を
発
見
し
た
。

七
月
二
十
二
日
(
火
)

晴
天

第
一
ト
レ
ン
チ
で
は
、
発
掘
区
域
の
拡
張
と
発
掘
の
両
作
業
を
併
行
し
た
。
こ
こ
の
第
二
号
住
居
祉
の
祭
紀
遺
物
は
、
床
画
よ
り
約
一

O
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
高
い
黒
色
土
層
の
上
か
ら
出
土
し
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
住
居
祉
の
床
面
に
一

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
土
砂
を
敷
き
つ
め
て
、

祭
場
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
床
面
か
ら
復
原
可
能
な
土
師
器
二
個
体
分
が
出
土
し
た
。
こ
の
第
一
ト
レ

ン
チ
か
ら
は
、
三
住
居
祉
が
相
接
し
て
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
二
号
住
居
祉
の

排
土
の
水
洗
い
作
業
は
、
相
当
に
過
労
と
な
る
た
め
、
本
日
限
り
で
中
止
す
る
こ
と
に
し
た
。

第
二
・
第
三
ト
レ
ン
チ
の
地
層
は
相
当
に
深
く
、
土
器
類
の
出
土
も
次
第
に
多
く
な
っ
て
き
た
。

七
月
二
十
三
日
(
水
)

晴
天

第
一
ト
レ
ン
チ
の
一
号
と
二
号
の
住
居
祉
の
発
掘
作
業
は
、

ほ
ぼ
終
っ
た
が
、
周
囲
を
さ
ら
に
拡
張
し
て
遺
構
の
調
査
を
続
け
た
。

第
二
・
第
三
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
作
業
は
相
当
に
進
ん
で
、
遺
物
の
出
土
も
多
く
な
っ
た
が
、
遺
構
は
ま
だ
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
。

今
日
か
ら
伊
勢
山
神
社
境
内
の
周
辺
で
、
発
掘
可
能
の
場
所
を
数
か
処
選
定
し
て
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、

一
部
の
発
掘
に
と
り
か
か
っ
た
。

七
月
二
十
四
日
(
木
)

晴
天
午
後
小
雨

第
一
ト
レ
ン
チ
周
辺
の
発
掘
作
業
を
継
続
し
た
が
、
第
三
号
住
居
社
内
か
ら
植
物
の
葉
や
茎
な
ど
の
炭
化
物
が
多
く
出
土
し
た
。

第
二
・
第
三
ト
レ
ン
チ
も
発
掘
作
業
を
継
続
し
、
相
当
数
の
土
師
器
の
出
土
を
み
た
が
、
ま
だ
遺
構
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た

伊
勢
山
神
社
境
内
の
森
林
の
中
で
、
社
殿
に
近
い
場
所
に
第
四
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
発
掘
を
始
め
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
少
数
の
土
器
片
は



出
土
し
た
が
、
遺
構
ら
し
い
も
の
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

伊
勢
山
神
社
境
内
の
周
辺
に
設
定
し
た
第
六
・
第
七
・
第
八
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
に
か
か
り
、
表
土
層
の
除
去
作
業
を
終
っ
た
。
こ
の
表
土
層

か
ら
土
器
の
小
片
が
少
数
発
見
さ
れ
た
。

鳥
栖
市
永
吉
遺
跡
の
発
掘
を
開
始
す
る
た
め
に
、
土
地
所
有
者
と
交
渉
を
行
な
う
。
本
日
か
ら
調
査
員
が
増
加
し
た
た
め
、
作
業
の
分
担
を

再
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。

七
月
二
十
五
日
(
金
)

晴
天

第
一
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
は
ほ
ぼ
完
了
し
た
が
、
第
二
・
第
三
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
は
遺
物
の
出
土
が
多
い
た
め
余
り
進
捗
し
な
か
っ
た
。
第
四

ト
レ
ン
チ
の
発
掘
は
ほ
ぼ
終
っ
た
が
、
遺
構
の
確
認
は
で
き
ず
、
ま
た
、
遺
物
も
極
め
て
少
な
か
っ
た
。

第
六
ト
レ
ン
チ
内
か
ら
炉
社
ら
し
い
も
の
が
発
見
さ
れ
た
が
、
発
掘
は
終
ら
な
か
っ
た
。
第
八
ト
レ
ン
チ
は
、
遺
構
が
明
ら
か
で
な
く
、
遺

物
も
ま
た
少
な
か
っ
た
の
で
、
埋
戻
す
こ
と
に
し
、
そ
の
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。

第
一
・
二
・
三
ト
レ
ン
チ
の
伐
採
し
た
樹
木
を
整
理
し
た
。
ま
た
、
鳥
栖
市
永
吉
遺
跡
の
発
掘
作
業
を
本
日
よ
り
開
始
し
た
。

七
月
二
十
六
日
(
土
)

晴
天

第

一
ト
レ
ン
チ
は
、
発
掘
区
域
を
さ
ら
に
拡
張
す
る
こ
と
に
し
て
、
作
業
を
続
け
た
。
第
二
・
第
三
ト
レ
ン
チ
は
遺
物
の
出
土
が
多
く
、
引

続
き
作
業
を
行
っ
た
。
第
六
ト
レ
ン
チ
の
炉
祉
は
明
ら
か
で
な
く
、
出
土
遺
物
も
少
な
か
っ
た
の
で
、
発
掘
作
業
を
中
止
し
て
、
埋
戻
し
作
業

に
と
り
か
か
っ
た
。

伐
採
し
た
樹
木
の
整
理
作
業
は
、
本
日
完
了
し
た
。
伊
勢
山
遺
跡
の
東
端
付
近
に
位
置
し
て
い
る
石
棺
の
発
掘
作
業
を
終
了
し
た
。
こ
の
石

棺
は
、
組
合
せ
式
の
石
棺
で
、
副
葬
品
な
ど
の
遺
物
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
掘
り
出
し
て
移
建
保
存
す
る
こ
と
に
し
た
。

鳥
栖
市
永
吉
遺
跡
の
発
掘
を
継
続
し
、

一
部
の
調
査
員
は
宿
舎
で
遺
物
の
整
理
に
当
っ
た
。

九



O 

七
月
二
十
七
日
(
日
)

晴
天

第
一
ト
レ
ン
チ
の
拡
張
作
業
と
第
二
・
三
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
作
業
を
継
続
し
た
。
第
三
ト
レ
ン
チ
の
一
号
住
居
祉
か
ら
土
製
紡
維
車
一
箇
・

滑
石
製
平
玉
二
箇
が
出
土
し
た
。

石
棺
の
実
測
を
終
り
、
石
材
は
小
倉
公
民
舘
へ
運
搬
し
た
。
鳥
栖
市
永
吉
遺
跡
か
ら
も
土
器
類
が
相
当
に
出
土
し
た
た
め
、
ト
レ
ン
チ
の
拡

張
作
業
を
行
な
っ
た
。
暑
さ
の
た
め
、
調
査
員
の
疲
労
は
一
層
増
し
て
き
た
。

七
月
二
十
八
日
(
月
)

晴
天

第
二
・
第
三
ト
レ
ン
チ
内
の
土
器
の
露
出
作
業
を
続
け
る
と
と
も
に
、

一
方
で
は
実
測
に
着
手
し
た
。
第
七
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
作
業
は
終
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
発
掘
を
再
開
し
た
。
土
器
が
出
土
し
、

一
部
に
遺
構
ら
し
い
も
の
が
発
見
さ
れ
た
。
石
棺
を
掘
り
出
し
た
あ
と
の
埋
戻

し
作
業
を
な
し
、
終
了
し
た
。

永
吉
遺
跡
も
発
掘
を
継
続
し
、

一
部
の
調
査
員
は
宿
舎
で
遺
物
の
整
理
に
当
っ
た
。
暑
さ
は
厳
し
く
、
十
四
時
に
は
、
永
吉
遺
跡
で
三
七
度

を
記
録
し
た
。

七
月
二
十
九
日
(
火
)

晴
天

第
三
ト
レ
ン
チ
の
一
号
住
居
祉
の
土
器
露
出
作
業
が
終
っ
た
の
で
、
土
器
群
の
実
測
を
行
な
う
。
第
七
ト
レ
ン
チ
か
ら
は
、
土
器
片
、
お
よ
び

小
玉
一
個
が
出
土
し
た
が
遺
構
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
発
掘
は
中
止
す
る
こ
と
に
し
た
。

永
吉
遺
跡
は
発
掘
を
一
応
終
り
、
遺
跡
の
実
測
作
業
に
か
か
る
。
調
査
員
の
一
部
は
、
宿
舎
に
、
お
い
て
遺
物
の
整
理
に
当
っ
た
。

夜
は
蚊
の
来
襲
が
ひ
ど
く
な
っ
た
た
め
、
部
落
の
方
か
ら
蚊
帳
を
借
用
し
た
。

七
月
三
十
日
(
水
)

晴
天

第
三
ト
レ
ン
チ
一
号
住
居
祉
の
土
器
出
土
状
況
の
撮
影
を
終
っ
た
の
で
、
土
器
類
は
す
べ
て
取
り
上
げ
、
床
面
の
清
掃
作
業
に
か
か
っ
た
が
、



か
ま
ど
が
現
わ
れ
、
作
業
は
終
了
し
な
か
っ
た
。
第
三
ト
レ
ン
チ
の
二
号
住
居
祉
は
、
周
囲
を
さ
ら
に
拡
張
す
る
こ
と
に
し
て
、
そ
の
作
業
に

と
り
か
か
っ
た
。
第
七
ト
レ
ン
チ
は
埋
一
戻
し
作
業
を
行
な
い
完
了
し
た
。

永
吉
遺
跡
は
、
実
測
を
終
り
、
測
量
と
埋
戻
し
作
業
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
。
本
日
、
道
路
公
団
よ
り
発
掘
現
場
の
参
観
が
あ
っ
た
。

七
月
三
十

一
日
(
木
)

雨

朝
か
ら
小
雨
が
降
り
続
い
た
た
め
に
、
現
地
作
業
は
余
り
進
捗
し
な
か
っ
た
。
永
吉
遺
跡
は
午
前
中
に
写
真
撮
影
を
終
っ
た
。

伊
勢
山
遺
跡
で
は
、
第
三
ト
レ
ン
チ
二
号
住
居
祉
の
発
掘
区
域
の
拡
張
と
壁
面
露
出
の
作
業
を
実
施
し
た
が
、
排
土
の
再
移
動
作
業
の
ロ
ス

が
多
く
、
作
業
は
進
捗
し
な
か
っ
た
。

一
部
の
調
査
員
は
、
宿
舎
に
・
お
い
て
遺
物
の
整
理
に
当
っ
た
。
夜
は
、
発
掘
調
査
の
あ
り
方
に
つ
い
て
反
省
会
を
催
し
た
。

八
月
一
日
(
金
)

雨
天

終
日
の
豪
雨
で
あ
っ
た
が
、
調
査
員
の

一
部
は
雨
具
を
つ
け
て
永
吉
遺
跡
の
埋
一
民
し
作
業
に
当
っ
た
が
、
調
査
員
の
大
半
は
宿
舎
で
遺
物
の

整
理
作
業
を
行
っ
た
。

八
月
二
日
(
土
)

墨，

天

調
査
員
の
一
部
は
、
宿
舎
で
遺
物
の
整
理
に
当
り
、
他
の
調
査
員
は
第
二
と
第
三
の
ト
レ
ン
チ
の
拡
張
作
業
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
、
雨
上

り
の
た
め
に
土
砂
は
粘
着
し
、
作
業
は
思
う
よ
う
に
は
渉
ら
な
か
っ
た
。

八
月
三
日
(
日
)

晴
天

第
二
・
第
三
ト
レ
ン
チ
の
拡
張
作
業
を
継
続
し
た
が
、
床
面
が
複
雑
な
上
に
、
壁
面
の
一
部
が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
、
作
業
は
終
ら
な
か

つ
れ
~
。

永
吉
遺
跡
の
測
量
と
遺
物
整
理
も
合
せ
て
実
施
し
た
。
夜
は
、
宿
舎
に
お
い
て
「
住
居
祉
と
祭
紀
遺
跡
」
に
つ
い
て
調
査
員
の
研
究
会
を
催



v
し
九
~
。

八
月
四
日
(
月
)

曇
天
後
晴
天

第
二
・
第
三
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
を
一
応
終
っ
て
、
遺
跡
の
撮
影
を
行
な
い
、
永
吉
遺
跡
で
は
測
量
を
継
続
し
、
調
査
員
の

一
部
は
遺
物
の
整

理
に
当
っ
た
。

部
落
代
表
が
伐
採
樹
木
の
調
査
を
行
な
い
、
松

一
九
本
と
雑
木
三
四
本
と
査
定
す
る
。
出
土
遺
物
の
展
示
会
・
お
よ
び
発
掘
か
所
の
埋
戻
し
に

つ
い
て
、
部
落
代
表
と
交
渉
を
行
な
う
。

八
月
五
日
(
火
)

晴
天

伊
勢
山
遺
跡
調
査
・
測
量

・
遺
物
整
理
の
三
班
に
分
か
れ
て
、
作
業
を
行
な
う
。
伊
勢
山
遺
跡
調
査
班
は
、
第
一
ト
レ
ン
チ
の
拡
張
作
業
・

第
三
ト
レ
ン
チ
の
精
密
調
査
・
第
二
ト
レ
ン
チ
の
実
測
等
を
分
担
し
て
実
施
し
、
測
量
班
は
基
点
調
査
を
実
施
し
た
。

八
月
六
日
(
水
)

晴
天

測
量

・
遺
物
整
理
・
伊
勢
山
遺
跡
調
査
の
三
班
に
分
か
れ
て
、
作
業
を
進
め
た
。
測
量
班
は
、
伊
勢
山
遺
跡
の
レ
ベ
ル
記
入
を
終
り
、
永
吉

遺
跡
の
標
高
設
定
を
行
な
っ
た
。
伊
勢
山
遺
跡
調
査
班
は
、
第
二
・
第
三
ト
レ
ン
チ
の
実
測
と
第
三
ト
レ
ン
チ
の
一
部
拡
張
作
業
お
よ
び
第
一

ト
レ
ン
チ
の
拡
張
作
業
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
作
業
終
了
後
に
、
里
道
部
分
の
埋
戻
し
作
業
を
行
な
っ
た
。

八
月
七
日
(
木
)

晴
天

測
量

・
伊
勢
山
遺
跡
調
査
・
遺
物
整
理
の
三
班
に
分
か
れ
て
実
施
し
、
測
量
班
は
作
業
を
終
了
し
た
。
伊
勢
山
調
査
班
は
、
第
二

・
第
三
ト

レ
ン
チ
の
実
測
・
第
一
ト
レ
ン
チ
の
拡
張
工
事
・
第
三
ト
レ
ン
チ
の
二
号
住
居
祉
の
発
掘
な
ど
を
行
な
っ
た
。

八
月
八
日
(
金
)

晴
天

遺
物
整
理
と
伊
勢
山
調
査
の
二
班
に
分
か
れ
て
作
業
を
行
な
っ
た
。
伊
勢
山
調
査
班
は
第
二
・
第
三
ト
レ
ン
チ
の
実
測
を
終
り
、
第
三
号
ト



レ
ン
チ
二
号
住
居
祉
の
発
掘
作
業
を
継
続
し
た
。

八
月
九
日
(
土
)

晴
天

遺
物
整
理
・
伊
勢
山
・
永
吉
遺
跡
の
三
班
に
分
か
れ
て
作
業
を
実
施
し
た
。
伊
勢
山
遺
跡
で
は
、
第
一
ト
レ
ン
チ
三
号
住
居
祉
の
清
掃
作
業

と
第
四
ト
レ
ン
チ
の
埋
一民
し
作
業
を
終
り
、
第
一
ト
レ
ン
チ
の
実
測
を
開
始
し
た
。
永
吉
遺
跡
の
埋
一
庚
し
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
、

再
開
し
た
が
完
了
し
な
か
っ
た
。

宿
舎
の
宝
珠
閣
を
引
越
し
、

A
7
夜
か
ら
基
山
町
公
民
舘
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
宿
舎
の
清
掃
・
遺
物
や
道
具
の
運
搬
・
会
計
始
末
・

借
用
し
た
道
具
の
返
却
な
ど
多
忙
を
極
め
た
。
夜
は
小
倉
部
落
公
民
舘
に
お
い
て
、
調
査
に
参
加
し
た
学
生
の
分
散
会
を
開
催
し
た
。

八
月
十
日
(
日
)

雨
天
後
晴

伊
勢
山
遺
跡
の
実
測
と
宿
舎
に
お
け
る
遺
物
の
整
理
・
実
測
お
よ
び
撮
影
の
二
班
に
分
か
れ
て
作
業
を
進
め
、

一
方
に
お
い
て
は
遺
物
の
展

示
場
作
り
を
実
施
し
た
。

八
月
十
一
日
(
月
)

晴
天

伊
勢
山
遺
跡
の
第
一
ト
レ
ン
チ
の
実
測
は
午
前
中
に
終
了
し
、
実
測
図
の
補
正
・
遺
物
の
整
理
・
遺
物
の
実
測
と
撮
影
な
ど
を
分
担
し
て
実

じ
『
也
『
レ
こ
0

・f
h
M
ふ
/
，

本
日
か
ら
基
山
町
公
民
舘
講
堂
に
お
い
て
、
伊
勢
山
・
永
吉
遺
跡
発
掘
調
査
遺
物
展
示
会
を
開
催
し
、
十
三
時
と
二
十
時
三
十
分
か
ら
の
二

回
に
わ
た
っ
て
柴
本
と
木
下
が
そ
れ
ぞ
れ
参
観
者
に
対
し
て
解
説
を
行
な
っ
た
。

八
月
十
二
日
(
火
)

晴
天

遺
物
展
示
会
第
二
日
で
、
十
三
時
か
ら
木
下
が
参
観
者
に
対
し
て
講
演
し
た
。
調
査
員
は
、

実
測
図
の
整
理
・
遺
物
の
整
理
・
遺
物
の
実
測

な
ど
の
作
業
を
分
担
し
た
。
白
浜
社
会
教
育
課
長
は
展
示
場
を
参
観
し
た
の
ち
、
地
元
の
関
係
方
面
へ
あ
い
さ
つ
廻
り
を
し
た
。
鳥
栖
警
察
署



四

か
ら
出
土
遺
物
の
譲
渡
に
つ
い
て
の
事
務
手
続
の
た
め
会
場
に
見
え
た
。

八
月
十
一二日

(水
)

晴
天

遺
物
の
整
理

・
遺
物
の
実
測
・

遺
跡
実
測
図
の
補
正
な
ど
の
作
業
を
分
担
し
て
行
な
う
。

一
方
に
・
お
い
て
は
、
土
地
補
償
金
な
ど
の
会
計
事

務
を
進
め
た
。
本
日
も
展
示
場
ヘ
参
観
に
見
え
る
の
で
、
二
日
間
の
予
定
で
あ
っ
た
展
示
会
を
本
日
ま
で
延
期
し
た
。

八
月
十
四
日
(
木
)

晴
天

遺
物
の
整
瑚

・
遺
物
の
実
測

・
遺
跡
実
測
図
の
整
理
な
ど
を
分
担
し
て
、
本
日
も
実
施
し
た
。

八
月
十
五
日
(
金
)

晴
天

午
前
中
は
、
遺
物
の
整
理

・
遺
物
の
実
測

・
実
測
図
の
整
理
な
ど
を
分
担
し
て
行
な
い
、

午
後
は、

遺
物
や
道
具
、
ま
た
は
調
査
員
の
用
具

な
ど

の
整
理
と
運
搬
、
公
民
館
の
清
掃
を
す
ま
せ
、
十
五
時
に
調
査
団
を
解
散
し
て
調
査
員
は
帰
途
に
つ
い
た
。



二
、
基
山
町
伊
勢
山
遺
跡

ー
、
遺

跡

山
環
境

発
掘
調
査
を
実
施
し
た
伊
勢
山
遺
跡
は
、
佐
賀
県
三
養
基
郡
基
山
町
大
字
小
倉
七
一
五
ノ

一
・
七
二
三
ノ
一
・
七
二
三
ノ
三
・
六
八
五
ノ
四

七
・
六
八
五
ノ
四

0
・
六
八
五
ノ
四
五
番
地
の
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。
標
高
四

O
四
メ

l
下
ル
の
基
山
の
山
麓
が
東
南
方
へ
の
び
て
、

多
く
の
舌
状
低
丘
陵
を
形
成
し
て
い
る
が
、
こ
の
伊
勢
山
遺
跡
は
そ
の
舌
状
低
丘
陵
の
中
の
東
南
端
に
位
置
し
て
い
る
低
丘
陵
の
末
端
近
く
に

ふめマ
hv

。
こ
の
伊
勢
山
遺
跡
が
あ
る
低
丘
陵
は
、
西
北
北
方
か
ら
東
南
南
方
へ
の
び
て
い
て
、
こ
の
丘
陵
の
南
側
に
は
階
段
状
の
水
田
が
南
方
ヘ
向
か

っ
て
開
け
て
お
り
、
こ
の
水
田
地
帯
を
宝
満
川
の
支
流
が
丘
陵
と
平
行
し
て
東
南
南
方
へ
流
れ
て
い
る
。
こ
の
丘
陵
の
北
側
は
、
丘
陵
の
走
向

に
そ
う
で
狭
小
な
谷
が
形
成
さ
れ
て
い
て
、
谷
の一

部
に
は
貯
水
池
が
築
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
谷
の
と
こ
ろ
が
福
岡
県
と
の
県
境
と
な
っ
て

い
る
の
で、

こ
の
伊
勢
山
遺
跡
は
県
境
に
隣
接
し
て
い
る
遺
跡
で
あ
る
。

こ
の
遺
跡
の
最
高
処
は
、
伊
勢
山
神
社
の
社
殿
の
裏
側
で
あ
っ
て
、
標
高
四
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
標
高
三

0
メ
ー
ト
ル
の
線
以
下
は
、
水

田
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
存
し
て
い
る
遺
跡
は
標
高
三

0
メ
ー
ト
ル
か
ら
上
の
丘
陵
地
一
帯
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
遺

跡
の
あ
る
丘
陵
地
は
、
伊
勢
山
神
社
の
境
内
に
残
っ
て
い
る
森
林
の
部
分
を
除
く
と
、
す
べ
て
畑
地
と
し
て
開
発
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
は

茶
園
と
な
っ
て
い
る
。

佐
賀
県
遺
跡
台
帳
に
は
、
こ
の
伊
勢
山
遺
跡
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
伊
勢
山
弥
生
遺
跡
|
|
遺
物
包
含
地
。

一
五



一
六

福
岡
県
境
に
接
し
、
基
山
駅
の
東
方
丘
陵
の
端
近
く
に
伊
勢
山
神
社
が
あ
る
。
こ
こ
は
伊
勢
山
古
墳
群
地
帯
で
あ
る
が
、
ま
た
、
弥
生
時
代

の
遺
物
も
出
土
し
て
い
る
。
遺
跡
の
範
囲
や
遺
構
は
明
ら
か
で
な
い
。
な
お
、
昭
和
三
十
三
年
夏
、
道
路
工
事
の
土
取
り
作
業
中
住
居
跡
ら
し

い
も
の
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
出
土
品
に
は
、
弥
生
式
壷
・
磨
製
石
庖
丁
・
半
磨
製
石
庖
丁
・
砥
石
が
あ
る
。

伊
勢
山
古
墳
群
(
浬
滅
)

福
岡
県
境
に
接
し
、
基
山
駅
の
東
方
丘
陵
の
端
近
く
に
伊
勢
山
神
社
が
あ
る
。
こ
の
神
社
周
辺
に
数
基
の
横
穴
式
石
室
を
有
す
る
小
円
墳
群

が
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
破
壊
さ
れ
浬
滅
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
散
失
し
、
そ
の
一
部
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
地

域
か
ら
は
弥
生
時
代
の
遺
物
も
出
土
す
る
。
出
土
品
に
は
、
須
恵
器
・
土
師
器
が
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
こ
の
伊
勢
山
遺
跡
か
ら
箱
式
石
棺
は
発
見
さ
れ
た
が
、
古
墳
は
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
浬
滅
し
去
っ
た
も
の
と

み
え

一
基
も
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
遺
跡
の
あ
る
丘
陵
一
帯
に
は
、
土
師
器
を
主
と
し
た
土
器
片
が
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
散
布
し
て

い
る
点
か
ら
見
て
、
遺
跡
は
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
、
し
か
し
、
土
器
片
の
中
に
は
、
上
方
か
ら
流
出
し
た
も
の

も
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
遺
跡
の
確
実
な
範
囲
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

十
数
年
前
、
こ
の
丘
陵
に
茶
園
造
成
が
行
な
わ
れ
た
際
に
は
、
土
器
な
ど
が
多
く
出
土
し
た
と
土
地
所
有
者
が
語
っ
て
い
る
点
か
ら
み
て
、

畑
作
と
く
に
茶
園
造
成
で
遺
跡
が
相
当
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

僅
か
標
高
四
六
メ
ー
ト
ル
の
こ
の
低
丘
陵
は
、
南
に
平
地
が
開
け
て
い
て
、
生
活
の
場
と
し
て
好
適
の
地
で
あ
り
、
古
く
か
ら
生
活
が
営
ま

れ
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
僅
か
で
は
あ
る
が
、
押
型
文
土
器
や
遠
賀
川
式
土
器
の
破
片
、
ま
た
は
、
石
鍛
や
石
匙
な
ど
の
石

器
類
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
は
、
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
時
代
へ
と
引
き
続
い
て
生
活
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
北
側
の
貯
水
池
を
距
て
た
福
岡
県
側
に
弥
生
時
代
の
饗
棺
が
相
当
数
発
見
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
こ
の
伊
勢
山
遺
跡
の
調

査
地
区
以
外
の
と
こ
ろ
に
嚢
棺
群
や
住
居
祉
な
ど
の
弥
生
時
代
遺
跡
が
残
存
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
伊
勢
山
遺
跡



は
調
査
を
実
施
し
た
範
囲
内
に
お
い
て
は
、
古
墳
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ω遺
跡
の
概
要

伊
勢
山
丘
陵
に
鎮
座
す
る
伊
勢
山
神
社
の
社
殿
の
裏
側
、
す
な
は
ち
東
北
方
は
森
林
と
な
っ
て
い
て
、
松

・
樫
な
ど
の
樹
木
が
繁
茂
し
て
い

る
。
こ
の
部
分
が
伊
勢
山
丘
陵
で
は
最
高
処
と
な
っ
て
い
て
、
標
高
は
四
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

こ
の
森
林
内
の
最
高
地
点
の
両
側
に
、
第
一
・
二
・

三

の
三
本
の
ト
レ
ン
チ
、
森
林
地
帯
の
中
で
一
段
低
く
な
っ
て
い
る
社
殿
の
東
南
側
に

第
四
ト
レ
ン
チ
、
森
林
地
帯
の
東
南
方
に
当
る
畑
地
に
、
森
林
地
帯
に
接
し
て
第
五
ト
レ
ン
チ
、
第
五
ト
レ
ン
チ
と
里
道
を
挟
ん
で
そ
の
東
側

に
第
六
ト
レ
ン
チ
、
さ
ら
に
社
殿
の
東
南
方
に
第
七

i
第

一
O
ト
レ
ン
チ
ま
で
、
合
計
一

O
卜
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
、
こ
の

一
O
ト
レ
ン
チ
と

箱
式
石
棺

一
組
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
を
実
施
し
た
ト
レ

ン
チ
の
概
要
は
、
次
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

ト
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八

調
査
し
た

一
O
ト
レ
ン
チ
の
中
で
、
第
一
・
二
・
三
・
五
の
四
本
の
ト
レ
ン
チ
か
ら
住
居
祉
が
発
見
さ
れ
た
。
他
の
ト
レ
ン
チ
内
か
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
少
数
の
土
器
片
が
出
土
し
た
が
、
確
実
な
遺
構
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
発
見
さ
れ
た
土
器
片
は
、
流
入
し
て
き
た
も
の

と
見
る
の
が
穏
当

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
ト
レ
ン
チ
の
近
く
に
住
居
祉
な
ど
の
遺
構
の
存
在
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

茶
園
ま
た
は
畑
作
物
の
た
め
に
そ
の
遺
構
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

た
だ
、
第
七
ト
レ
ン
チ
内
か
ら
は
、

ほ
ぼ
完
全
に
近
い
土
器
が
基
盤
上
か
ら
発
見
さ
れ
、
遺
構
の
存
在
が
考
え
ら
れ
た
の
で
、
発
掘
区
域
を

拡
張
し
て
調
査
に
当

っ
た
の
で
あ
る
が
、

つ
い
に
確
実
な
遺
構
を
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

叩
住
居
祉

住
居
祉
が
発
見
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
、
神
社
の
境
内
を
中
心
と
す
る
こ
の
伊
勢
山
丘
陵
の
最
高
所
で
あ
っ
て
、
第

一
ト
レ
ン
チ
内
か
ら
一
二
、
第

二
ト
レ
ン
チ
内
か
ら
二
、
第
三
ト
レ
ン
チ
内
か
ら
二
、
第
五
ト
レ
ン
チ
内
か
ら
一
、
計
八
戸
の
住
居
祉
が
発
見
さ
れ
た
。
第
五
ト
レ
ン
チ
の

一

戸
だ
け
が
神
社
の
境
内
に
隣
接
す
る
畑
に
あ
っ
て
、
他
は
す
べ
て
神
社
境
内
の
森
林
中
に
位
置
し
て
い
る
が
、
こ
の
住
居
祉
は
こ
の
低
丘
陵
の

最
高
処
付
近
に
密
集
し
て
い
る
点
か
ら
見
て
、

一
つ
の
集
落
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
神
社
境
内
と
里
道
を
挟
ん
で
茶
園
が
造

成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
茶
園
か
ら
相
当
数
の
士
山
市
が
か
つ
て
出
土
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
も
住
居
祉
が
あ
っ
た
こ
と
が
推

定
さ
れ
る
し
、
ま
た
、
神
社
境
内
も
全
面
発
掘
を
実
施
し
た
な
ら
ば
、
ま
だ
い
く
つ
か
の
住
居
祉
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
点
な

ど
か
ら
、
こ
の
集
落
の
規
模
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

第
五
ト
レ
ン
チ
で
は
、
神
社
境
内
に
隣
接
し
て

一
戸
の
住
居
祉
が
発
見
さ
れ
た
の
み
で
、
そ
れ
か
ら
東
南
方
に
は
住
居
祉
の
存
在
が
確
認
さ

れ
ず
、
ま
た
、
第
一
ト
レ
ン
チ
内
の
住
居
祉
の
西
北
方
は
、
地
形
が
傾
斜
し
て
い
て
住
居
を
営
む
に
は
不
適
な
地
勢
で
あ
っ
て
、

一
部
分
を
試

掘
し
た
結
果
、
遺
物
も
ほ
と
ん
ど
出
土
せ
ず
遺
構
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
集
落
の
東
南
端
は
、
第
五
卜
レ
ン
チ
の
住
居
祉
、



西
北
端
は
第
一

ト
レ

ン
チ
の
住
居
祉
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ

の
集
落
の
東
南
|
西
北
の
線
は
五
七
メ

ー
ト
ル
余
り
と
な
る
が
、

東
北

ー
西
南
の
線
の
長
さ
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

調
査
を
実
施
し
た
住
居
祉
の
概
要
は
、
次

表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
第
一

j
第
五
ト
レ

ン
チ
は
第
四
ト
レ

ン
チ
を
除
き
、
調
査
区
域
を
拡

張
し
た
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
区

・
第
二
区

・
第
三
区

・
第
五
区
と
呼
ぶ

こ
と
に
し
た
。
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発
見
さ
れ
た
住
居
祉
は
、
す
べ
て
竪
穴
式
住
居
で
あ
っ

て、

そ
の
平
面
プ
ラ
ン
は
方
形
で
あ
る
。
各
辺
の
長
さ
が
い
ず
れ
も
五
メ
ー
ト
ル
前

後
で
あ
っ
て
、

ほ
ぼ
相
似
た
大
き
さ
の
住
居
で
あ
っ

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
遺
構
は
、
現
地
表
下
四

0
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
前
後
の

一11
し

一i
寸
ノ



O 

と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
住
居
祉
の
壁
面
は
自
然
の
地
面
を
た
だ
掘
り
凹
め
た
だ
け
で
、
第
二
次
加
工
の
あ
と
は
み
ら
れ
ず
、
壁
面
は

一
般
に
相
当

に
十両
い。

こ
の
住
居
祉
の
中
に
は
、
二
次
的
施
設
が
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
木
の
根
の
あ
と
も
多
く
て
、
住
居
の
柱
穴
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
一
区
二
号
・
三
号
、
第
三
区
一
号
、
第
五
区
な
ど
の
住
居
祉
の
壁
面
の
一
部
を
切
り
、
ま
た
は
、

壁
面
に
接
し
て
現
わ
れ
て
い
る
穴
が
柱
穴
と
し
て
の
可
能
性
が
最
も
強
い
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
数
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

住
居
祉
の
排
水
施
設
に
つ
い
て
は
、
発
掘
作
業
の
過
程
に
お
い
て
慎
重
に
検
討
を
加
え
た
の
で
あ
る
が
、
床
面
に
も
壁
面
の
外
側
に
も
そ
れ

ら
し
い
も
の
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
第
一
区
二
号
住
居
祉
で
は
、
壁
面
に
そ
う
で
床
面
が
僅
か
ば
か
り
掘
り
凹
め
ら
れ

て
い
た
の
で
、
排
水
施
設
と
し
て
の
機
能
を
果
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
区
三
号

・
第
二
区
二
号

・
第
三
区
二
号
の
三
住
居
祉
は
、
樹
木
に
さ
ま
た
げ
ら
れ
て
、
住
居
祉
の
全
面
発
掘
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
ま
た
、
第
一
区
一

号
、住
居
祉
は
、
里
道
の
た
め
に
そ
の
一
部
が
完
全
に
切
断
さ
れ
て
お
り
、
第
五
区
の
住
居
祉
も
そ
の
一
部
が
里

道
の
た
め
に
破
壊
さ
れ
て
い
た
。

@
破
壊
・
転
用
さ
れ
た
住
居
祉

第
二
区
一
号
住
居
祉
は
、

一
方
の
壁
面
を
完
全
に
第
二
区
二
号
住
居
祉
で
切
断
さ
れ
、
そ
の
反
対

側
の
壁
面
の
一
部
を
第
三
区
一
号
、
住
居
祉
で
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
第
二
区

一
号
住
居
祉
が
最
初
建
て
ら
れ
て
い
た
の
を
壊
し
て
、

そ
の
左
右
に
第
二
区
二
号
と
第
三
区
一
号
が
建
て
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。
出
土
し
た
土
器
か
ら
み
て
、
第
二
区
一
号
と
隣
接
す
る

第
二
区
二
号
や
第
三
区
一
号
の
住
居
祉
と
の
聞
に
編
年
の
差
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
破
壊
さ
れ
た
こ
の
第
二
区
一
号
住
居
祉
は
、
余
り
長
く

使
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
住
居
祉
は
、
焼
失
し
た
形
跡
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
破
損
の
際
は
補
修
が
可
能

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
に
、
破
壊
し
て
同
じ
規
模
の
住
居
を
隣
接
し
て
な
ぜ
建
て
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
不
可
解
で
あ
る
。

第
三
区
一
号
住
居
牡
は
、
破
壊
さ
れ
た
第
二
区
一
号
住
居
祉
と
そ
の
床
面
は
同
一
レ
ベ
ル
に
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
第
二
区
二
号
住
居
祉
は



第
二
区
一
号
住
居
祉
の
床
面
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
い
る
の
で
、
そ
の
両
住
居
祉
の
床
面
の
高
低
差
は
四
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
区
二
号
・
第
三
区
一
号
・
第
三
区
二
号
の
三
住
居
祉
の
床
面
上
に
は
、

一
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
黒
色
土
が
堆
積
し
、
そ
の
堆
積
土
層

の
上
に
祭
紀
遺
物
が
お
か
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
住
居
は
建
て
ら
れ
て
か
ら
余
り
時
期
を
経
過
し
な
い
う
ち
に
破
壊
さ

れ
、
祭
紀
場
と
し
て
転
用
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
祭
紀
場
と
し
て
転
用
さ
れ
る
際
に
、
排
水
施
設
な
ど
も
破
壊
さ
れ
て
し
ま

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
明
ら
か
で
な
い
。

要
す
る
に
、
こ
の
住
居
祉
群
は
、
古
墳
時
代
に
営
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
時
代
に
、
あ
る
も
の
は
破
壊
さ
れ
隣
接
し
て
新
し
く
他
の

住
居
が
建
て
ら
れ
て
お
り
、
あ
る
も
の
は
祭
紀
場
と
し
て
転
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
住
居
祉
群
は
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

⑥
焼
失
し
た
住
居
祉

第
五
区
の
住
居
祉
の
床
面
に
は
、
全
面
に
わ
た
っ
て
相
当
量
の
炭
化
米
が
散
布
し
て
い
た
。
こ
の
住
居
祉
の

床
面
は
、
他
の
住
居
祉
の
床
面
と
異
な
っ
て
、
焼
土
ら
し
い
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
点
か
ら
み
て
、
廃
屋
と
な
る
前
に
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
住
居
祉
の
床
面
は
、
他
と
違
っ
て
凹
凸
が
な
く
て
、
改
変
や
二
次
的
加
工
の
あ
と
が
み
ら
れ
ず
、
ま
た
、
炉

や
か
ま
ど
に
余
り
加
熱
の
あ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
点
な
ど
か
ら
、
余
り
長
く
使
用
さ
れ
な
い
う
ち
に
焼
失
し
て
廃
屋
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
区
三
号
住
居
祉
か
ら
は
、
芦
か
稲
に
似
た
炭
化
植
物
が
堆
積
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
炭
化
植
物
は
、
不
完
全
燃
焼
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
住
居
祉
の
床
面
は
全
面
的
に
黒
み
が
か
っ
て
お
り
、
木
炭
が
諸
処
に
散
在
し
て
い
た
点
な
ど
か
ら
、
こ
の
住
居
祉
も
焼
失
の

結
果
廃
屋
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

。
炉
祉

炉
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
た
の
は
、
第
一
区
二
号
・
第
三
区
二
号
・
第
五
区
の
三
住
居
祉
に
す
、
ぎ
な
か
っ

た
。
第
一
区
二
号
の
炉
祉
は
、

一
・
コ
ヌ
一
・

0
メ
ー
ト
ル
の
隅
丸
方
形
に
近
い
平
面
フ
ラ
ン
で
、
深
さ
は
三
六

l
二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、



一
隅
は
段
築
さ
れ
て
い
る
。
北
側
の
炉
縁
は
、
陶
質
状
に
固
く
焼
き
し
ま
り
、
暗
黒
色
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
炉
は
、
二
次
加
工
が
施
さ
れ
て

い
て
、
最
初
設
け
ら
れ
た
炉
の
内
側
に
さ
ら
に
粘
土
を
張
っ
て
、
小
形
に
作
り
変
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
次
加
工
の
部
分
は
、

発
掘
の
過
程
に
お
い
て
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
炉
祉
は
、
住
居
祉
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
。

第
三
区
二
号
住
居
杜
の
炉
祉
も
、
住
居
祉
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
て
、

一
・
四
×

一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
方
形
プ
ラ
ン
に
近
い
平
而
形
で

あ
る
が
、
曲
折
が
著
る
し
く
て
不
整
形
を
呈
し
て
い
る
。
深
さ
は

一
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
浅
く
、
北
側
の
炉
縁
は
暗
黒
色
を
呈
し
、
陶

質
状
に
焼
き
し
ま
っ
て
い
る
。

第
五
区
住
居
祉
の
炉
社
も
ほ
ぼ
中
央
に
あ
っ
て
、
径
四
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
ほ
ぼ
円
形
に
近
い
プ
ラ
ン
で
、
馬
蹄
形
を
呈
し
て
い
る
。

小
形
の
炉
で
あ
っ
て
、
そ
の
深
さ
も
僅
か

一
0
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
前
後
に
す
ぎ
ず
、

一
端
は
ゆ
る
や
か
な
勾
配
で
床
面
へ
接
続
し
て
い
る
。
炉

祉
に
は
、
木
炭
や
灰
が
幾
ら
か
残
っ
て
い
た
が
、
炉
縁
に
は
焼
き
し
ま
っ
た
あ
と
は
認
め
ら
れ
・
な
か
っ
た
。

@

か

ま

ど

が

ま

ん

)
は
、
第
三
区
一
号
と
第
五
区
の
二
住
居
枇
か
ら
発
見
さ
れ
た
が
、
第
二
区

一
号
の
破
壊
住
居
祉
に
も
か
ま
ふ
が

設
け
ら
れ
て
い
た
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
た
。
こ
の
第
二
区
一

号
住
居
祉
の
か
ま
ど
は
、
こ
の
住
居
杜
が
破
壊
さ
れ
た
時
に
、
と
も
に
破
壊
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

か
ま
ど
は
、
三
住
居
祉
と
も
に
、
北
側
に
面
し
た
壁
面
に
接
し
て
、
そ
の
底
面
の
ほ
ぽ
中
央
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、

一
定
の
基
準
に
従
っ
て

い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
恐
ら
く
風
向
き
を
考
慮
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

か
ま
ど
は
、
粘
土
で
築
か
れ
て
い
て
、
第
三
区
一
号
と
第
五
区
の
住
居
祉
の
も
の
は
、
と
も
に
相
似
た
構
造
で
あ
る
。
第
三
区
一
号
住
居
社

一一

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
、
幅
は
五
三

i
七

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、

形
を
呈
し、

高
さ
は
一
二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
で
あ
る
。
こ
の
か
ま
ど
の
断
面
は
、
と
も
に
蒲
鉾
形
を
呈
し
て
い
る
。

の
も
の
は
、
全
長
が
二

一
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
四
六
J
八

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
不
整
長
方
形
で
、

高
さ
は
三

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余

り
で
あ
る
。
第
五
区
の
住
居
祉
の
か
ま
ど
の
全
長
は
、

ほ
ぼ
長
方



焚
口
の
と
こ
ろ
か
ら
ト
ン
ネ
ル
式
の
煙
道
と
な
り
、

壁
而
に
抜
し
て
煉
出
し
口
が
大
き
く
聞
い
て
い
る
が
、
第
三
区

一
分
住
同
社
の
も
の
は
、

こ
の
煙
出
し
口
が
壁
面
の

一
部
を
切
り
落
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
点
は
、
こ
の
側
出
し
口
の
左
右
の
か
ま
ど
の
壁
間
の
下
端
に

も
、
そ
れ
ぞ
れ
二
か
所
に
小
さ
な
ト
ン
ネ
ル
が
穿
か
れ
て
い
て
、

こ
の
左
右
の
小
ト
ン、不
ル
か
ら
も
外
気
が
入

っ
て
き
て
、
煙
を
押
し
出
す
構

造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
五
区
の
か
ま
ど
は
、
焚
口
の
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
小
さ
な
石
柱
を
立
て
、
焚
口
の
中
央
に
も
小
石
を
立
て
て
い
る
点
が
、
第
三
区
一
号
の
か

ま
ど
と
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
三
個
の
石
柱
は
、
こ
し
き
な
ど
を
の
せ
る
脚
と
し
て
の
役
訓
を
果
す
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
勾
え
ら

れ
る
。

第
三
区

一
号
住
居
祉
の
か
ま
ど
の
畑
道
は
、
長
さ
七
五
セ
ン
チ
、
幅
四

0
1
一
六
セ
ン
チ
、
高
さ

一
0
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。
第

五
区
住
居
祉
の
煩
道
は
、
長
さ
四
二
セ
ン
チ

(推
定
)
、
幅
五

O
J
一
五
セ
ン

チ
、
高
さ
は
二
O
J
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
と
も
に
、

煙
道
は
慨
出
し
口
へ
向
か
っ
て
、

ゆ
る
や
か
に
高
く
な
っ
て
お
り
、
焚
口

の
方
の
幅
が
広
く
、
畑
出
し
口
の
方
へ
向
か
っ
て
挟
く
な
っ
て
い
る
。

煙
出
し
口
は
、
第
三
区
一
号
の
も
の
が
、
三
五
×

二
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、

第
五
区
の
も
の
が
四

O
×
三
0
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
余
り
で
、
と

も
に
ほ
ぼ
長
方
形
を
呈
し
て
い
る
。

@
貯
蔵
穴

第

一
.R
二
号
住
居
社
か
ら
四

O
J
一
一
0
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
離
れ
て
そ
の
西
側
に
、

連
続
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
三
つ

の
土
墳
が
あ
る
。
北
側
か
ら

一
号

・
二
号

・
三
号
土
墳
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

一
号
土
墳
は
、
一
一
一
一
一
×
一
二

0
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
隅
九
万

形
で
、
深
さ
は
約
八

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
二
号
土
棋
は
、

一
九

O
×

一
二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
で
、
深
さ
は
二
0
セ
ン

チ

メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
。
三口巧
土
棋
は
、

一
七
O
×
一
八

O
l
一
一
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
台
形
で
、
底
部
は
二
段
に
な

っ
て
お
り
、

一
段

H

の
深
さ
は
一二
0
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
余
り
、
二
段
目
は
約
六

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
で
あ
る
。

こ
の
三
述
の
士
墳
の
中
で、

一
号
土
墳
は
形
態
も
よ
く
整

っ
て
お
り
、
深
さ
も
深
く
、
し
か
も
底
部
の
問
り
に
は
師
二
問
l
問
セ

ン
チ
メ

i

一
一一一
一ー



二
四

ト
ル
の
溝
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
三
連
の
土
壌
内
か
ら
は
何
も
遺
物
が
発
見
さ
れ
ず
、
何
に
用
い
ら
れ
た
施
設
で
あ
る
の
か
明
ら
か
で
な

い
が
、
屋
外
に
設
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
貯
蔵
穴
と
み
る
の
が
一
番
穏
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
区
二
号
住
居
祉
の
東
北
隅
に
、
二

O
O
×
一
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
楕
円
形
で
、
深
さ
五
二

l
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
土
壌

が
あ
る
。
こ
の
土
境
内
の
中
間
層
か
ら
は
、
少
数
の
土
器
片
が
出
土
し
た
が
、
そ
の
底
部
付
近
か
ら
は
何
も
遺
物
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
土
壌
の
一
隅
に
は
、
階
段
状
に
四
段
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
土
壌
内
へ
の
出
入
を
容
易
に
し
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
屋
内
に

設
け
ら
れ
た
貯
蔵
穴
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

@
不
明
遺
構

第
三
区
二
号
住
居
祉
は
、
後
で
祭
紀
場
と
し
て
転
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
住
居
祉
の

一
隅
に
あ
る
貯
蔵
穴
と
推
定
さ
れ
る
土
墳
の
近
く
を
め
ぐ
っ
て
い
る
壁
面
が
、
土
壌
の
は
ず
れ
の
地
点
付
近
か
ら
直
角
に
外
側

ヘ
折
れ
て
の
び
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
住
居
祉
の
平
面
プ
ラ
ン
の
復
原
を
著
る
し
く
困
難
に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
住
居
建
設
当
初
の

も
の
で
あ
る
の
か
、
祭
紀
場
に
転
用
さ
れ
た
際
の
も
の
で
あ
る
の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

要
す
る
に
、
こ
の
第
三
区
二
号
住
居
祉
は
、
完
全
発
掘
が
で
き
な
か
っ
た
点
も
あ
っ
て
、
住
居
祉
の
規
模
や
構
造
な
ど
不
明
な
と
こ
ろ
が
多

く
残
さ
れ
て
い
る
。

①
陶
質
床
面

住
居
祉
の
床
面
の
一
部
が
、
窯
壁
の
よ
う
に
焼
成
さ
れ
て
、
陶
質
状
に
固
く
な
り
、
暗
黒
色
を
呈
し
て
い
る
の
が
認

め
ら
れ
る
。
炉
祉
の
と
こ
ろ
で
、
第
一
区
二
号
住
居
祉
と
第
三
区
二
号
住
居
祉
の
炉
縁
に
こ
の
陶
質
部
分
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
区
三
号
住
居
祉
の
ほ
ぼ
中
央
付
近
に
、
陶
質
床
面
が
相
当
広
く
残
っ
て
い
る
。
こ
の
住
居
祉
は
、
未
発
掘
の
部
分
が
多
く
残
さ
れ
て
い

る
の
で
、
陶
質
床
面
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
の
広
さ
は
、
二
・
七
×
一
・
四
メ
ー
ト
ル
以
上
に
及
ん
で
い
る
。

第
三
区
二
号
住
居
祉
の
南
側
と
西
側
の
両
壁
面
の
近
く
に
も
、
こ
の
陶
質
床
面
が
帯
状
に
長
く
の
び
て
い
る
。



こ
の
陶
質
床
面
が
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
こ
れ
が
住
居
に
ど
う
い
う
機
能
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
の

か
と
い
う
よ
う
な
点
に
つ
い
て
は
、

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

凶
祭
紀
遺
構

祭
紀
遺
物
で
あ
る
手
控
土
器
や
土
製
品
、
滑
石
製
模
造
品
、
あ
る
い
は
祭
紀
用
と
し
て
の
土
器
類
が
、
最
も
多
く
出
土
し
た
の
は
、
第
一
区

二
号
住
居
祉
と
第
三
区
一
号
住
居
祉
で
あ
っ
て
、
こ
の
二
住
居
祉
が
祭
紀
場
の
中
心
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
第
一
区
二
号
住
居

祉
に
隣
接
す
る
第
一
区
一
号
住
居
社
、
第
三
区
一
口
可
住
居
祉
に
隣
接
す
る
第
三
区
二
号
住
居
社
お
よ
び
第
二
区
一
号
、
住
居
祉
な
ど
か
ら
も
祭
紀

遺
物
が
出
土
し
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
第
一
区
二
号
住
居
祉
や
第
三
区
一
号
住
居
祉
を
中
心
と
し
て
相
当
広
範
囲
の
地
域
が
祭
紀
場
に
用
い
ら

れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
祭
紀
遺
構
は
、
住
居
祉
の
床
面
か
ら
約
一

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
高
い
地
点
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
の
で
、
住
居
祉
の
床
面
に
盛
り

土
を
し
て
清
浄
と
な
し
、
祭
紀
場
と
し
て
転
用
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

第
一
区
と
第
三
・
第
二
区
の
二
地
域
に
祭
紀
遺
構
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
二
祭
紀
遺
構
は
、
遺
物
の
上
で
い
く
ら
か
の
相
違

が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
は
ち
、
第
一
区
か
ら
は
滑
石
製
模
造
品
と
手
担
土
器
が
多
く
出
土
し
、
第
三
・
第
二
区
か
ら
は
高
杯
を
は
じ
め
と
す
る

祭
紀
用
土
器
が
多
く
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
の
二
地
域
の
遺
物
の
差
異
は
何
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
区
の
祭
紀
遺
物
の
配
置
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
す
な
は
ち
、
手
担
土
器
の
一
部
が
集
積
し
た
状
態
で
出
土
し
た
以

外
、
滑
石
製
模
造
品
な
ど
は
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
散
在
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

第
三
・
第
二
区
の
祭
紀
遺
物
は
、
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
散
在
し
て
は
い
た
が
、
第
三
区
一
号
住
居
祉
の
南
側
に
高
杯
を
中
心
と
す
る
祭

紀
用
土
器
類
が
集
積
さ
れ
て
い
て
、
手
控
土
器
や
滑
石
製
模
造
品
な
ど
が
主
と
し
て
住
居
祉
の
中
央
付
近
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
遺
物
の
配

五
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置
が
、
祭
紀
と
ど
ん
な
関
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
慎
重
に
検
当
を
加
え
ら
る
べ

き
訓
題
で
あ
ろ
う
。

同
石
棺

伊
勢
山
神
社
の
社
殿
の
東
南
方
約
二
二

0
メ
ー
ト
ル
の
畑
か
ら
箱
式
石
棺
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
石
棺
は
、

安
山
岩
の
板
石
を
長
方
形
に
組

合
せ
て
作
ら
れ
た
通
例
の
箱
式
石
棺
で
あ
る
。

現
地
表
下
約

一

三
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
蓋
石
が
設
け
ら
れ
て
い

て
、
封
ト
し
の
存
血
は
認
め
ら
れ
ず
、
宇
品
ル
戸
」
、

石
棺
を
設
け
る
た
め
に
掘

り
凹
め
ら
れ
た
地
層
も
明
ら
か
で
な
い
。
石
棺
は
、
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
三
個
、
前
後
に
そ
れ
ぞ
れ

一
個
の
一崩
平
な
板
石
を
立
て
て
長
方
形
に
囲

ん
だ
も
の
で
、
蓋
石
に
は
七
個
の
石
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
僅
か
づ

っ
重
な
り
合
っ
て

い
た
。

石
棺
の
内
側
の
長
さ
は
、

-
六
メ
ー
ト
ル
余
り
、
幅
は
四
五
j

一二二

セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル

で
、

一
方
が
僅
か
ば
か
り
狭
く
な
っ
て
い
る
。
深

さ
は
、

三
六
l
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
幅
の
広
い
方
が
深
さ
も
深
く
な
っ
て
い
る
ぺ

蓋
石
の
接
合
部
分
の

一
部
に
は
、

粘
土
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
蓋
石
と
身
と
の
接
着
部
分
に
は
粘
土
は
用
い
ら
れ
て
む
ら
ず
、

ま
た
、
鉄

丹
は
塗
布
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

石
棺
の
底
は
、
地
山
を
な
ら
し
た
ま
ま
の
も
の
で
あ
っ

て、

内
部
に
遺
体
は
残
存
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
棺
の
内
外
か
ら
遺
物
は
何
も
発
見

き
れ
な
か
っ
た
。
側
石
の
一

部
に
は
、
そ
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
、
外
側
に
支
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
あ

っ
た。

こ
の
石
棺
が
築
造
さ
れ
た
時
期
は
、

遺
物
が
出
土
し
て
い
な
い
た
め
明
ら
か
で
な
い
が
、
封
土
の
存
在
が
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
、
地
表
下
相

当
に
深
い
と
こ
ろ
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

石
棺
の
内
部
が
比
較
的
に
浅
い
点
な
ど
か
ら
考
え
て
、

弥
生
時
代
に
属
し
て
い
る

と
み
る

べ
き

で
あ
ろ
う
。
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、
遺

物

伊
勢
山
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
の
主
な
も
の
は
、
土
器
・
土
製
品
・
滑
石
製
模
造
品
な
ど
で
あ
る
が
、
他
に
鉄
器
や
石
器
、
あ
る
い
は
炭

化
米
や
炭
化
植
物
、
少
数
で
は
あ
る
が
縄
文
時
代
・
弥
生
時
代
な
ど
の
遺
物
も
出
土
し
て
い
る
。
土
器
や
土
製
品
の
中
に
は
、
生
活
用
具
と
祭

紀
用
具
の
二
種
類
が
あ
り
、
鉄
器
の
中
に
も
実
際
に
は
祭
紀
用
に
供
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
生
活
用
具
と
祭
紀
用

具
と
に
分
類
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

土
器
類
は
、
生
活
用
具
と
祭
紀
用
具
と
に
分
類
し
て
考
察
す
る
の
が
、
住
居
祉
と
祭
紀
遺
構
と
が
重
複
し
て
い
る
こ
の
遺
跡
を
理
解
す
る
上

か
ら
都
合
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
把
子
付
の
甑
や
一
部
の
坪
の
よ
う
に
、
祭
紀
遺
構
の
下
層
の
住
居
祉
床
面
か
ら
出
土
し
た
こ
と
を
確
認
で

き
る
も
の
は
少
な
い
の
で
、
分
類
し
て
考
察
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
土
師
器
の
杯
や
壷
な
ど
は
、
生
活
用
具
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
第
三
区
一
号
住
居
祉
の
祭
紀
遺
構
か
ら
も
相
当
数
出
土
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
が
祭
紀
用
具
と
し
て
も
使
用
さ

れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
把
子
の
な
い
単
孔
の
甑
な
ど
も
こ
の
遺
跡
に
お
い
て
は
、
そ
の
出
土
状
態
か
ら
み
て
、
生
活
用
具
と
い

う
よ
り
も
む
し
ろ
祭
紀
用
に
供
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
土
器
類
の
中
で
確
実
に
祭
紀
用
具
と
し
て
挙

げ
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
手
担
土
器
の
み
で
あ
り
、

生
活
用
具
と
し
て
分
類
で
き
る
も
の
は
、
把
手
付
の
甑
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
子
担
土
器
以
外
は
、
生
活
用
具
も
祭
紀
用
具
も
土
器
類
は
一
括
し
て
取
扱
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る。

(1) 
土
省否

住

居

社

名

高
杯

I不|土

1克

4師
軍

t甘

翠|器

官民

須

恵

器

第

一
区

一
号

二
七

七)

五;

ト
ト
一
同
十
五

二
一

高
げ
卯
一
、
埋
二
、
事
弓
翠
五
、
融
円
」い
」

七



)¥ 

数(
第 第 第 第 第 第 第

一 一 一 一
で註

区
一

あ) 五 区 区 区 区 区
一 一 一

る。住各 一 一 一 一
区 巧Eコ F仁3T 下Eコ子 子に三こ3「 下t=I子 ヂEコ子

祉居 ' ' ' 一一ー-・， '一一-一一-， 一6 ' ' の --L..' '←ー・ ' 八'ー 五ノ、 t 一 '一一-一. 。一一-
右

. 
' ' 

欄が
t ' 

。
一 ' t 一-， 五;ー 一 一' ' 一一一・' 一 . 

七三 一一・ Oム --L..'- 九 一 五三'フτ士ロ， 
。- :ノ、 ノ、 E一一一一-，-一一・ 一

' 
構
ま

一}白-， 
ー

た 八:ー二:四 五 四，ー 五'一 一 ，一一-一
lま

' 
復 一 四: 四: 一 一 四: 四
原 四 八l二 一一ー'--L.. )¥ 七 一 ' 一一υ、 ー)一
可
i目‘~

な
一 一 一 一

土 一 一
器
の 一 一 一{固 一 一 一 一一 一一一-， '一一一・一一-， 一 一
体 ' ' 
要文 高 土不: 費: t不; 土手 護 坪

f不 五 五t

---' ， 
五で 一 一ー一一・， 

あ 一 、' 、
一、

警 l 宜τま"
つ

て 土不 一 一、
一

、

左
、

饗

欄 警 一
lま 五
破
片
の
{固
体

土
器
で
ま
、
土
師
器
の
数
が
須
恵
器
の
数
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
い
が
、
後
期
古
墳
の
副
葬
品
に
は
須
恵
器
が
土
師
器
よ
り
も
断
然
優
位
を
占

め
て
い
る
の
と
よ
き
対
称
を
な
し
て
い
て
、
古
墳
時
代
後
期
に
お
け
る
生
活
や
祭
紀
に
用
い
ら
れ
た
土
器
の
在
り
方
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
完
構
ま
た
は
復
原
可
能
な
土
器
が
最
も
多
く
出
土
し
た
の
は
、
第
三
区
一
号
住
居
祉
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
住
居
祉
は

祭
紀
場
と
し
て
転
用
さ
れ
て
お
り
、
出
土
し
た
大
部
分
の
土
器
類
は
祭
紀
用
に
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
出
土
状
態
か
ら
推
定
さ
れ

ヲ。。須
恵
器
は
、
土
師
器
と
比
べ
て
個
体
数
が
極
め
て
少
な
く
、
し
か
も
、
破
片
の
み
で
あ

っ
た
。
第
五
区
の
住
居
牡
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
の



郎
身
に
は
、
高
台
が
あ
っ
て
相
当
に
時
代
が
降
る
形
式
で
あ
り
、
郊
の
蓋
も
ま
た
身
と
同
時
期
の
形
式
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

高
部
の
中
で
、
須
恵
器
は
極
め
て
少
数
で
あ
り
、
ま
た
、
破
片
の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
器
形
を
復
原
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
土
師
器

の
高
部
は
相
当
数
に
の
ぼ
っ
て
い
て
、
第
三
区
一
号
住
居
祉
の
祭
紀
遺
構
中
か
ら
完
形
品
が
一
括
し
て
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
第
三
区
一
口
可
住

居
社
出
土
の
高
部
は
、
す
べ
て
大
き
さ
も
形
式
も
ほ
と
ん
ど
差
が
み
ら
れ
な
い
。
全
高
一
四
セ
ン
チ
、

口
縁
径
一
八
・
三
セ
ン
チ
、
脚
裾
の
径

一
一
了
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
で
、
す
べ
て
こ
れ
と
相
前
後
す
る
大
き
き
で
あ
る
。
脚
部
の
付
根
は
、
比
較
的
に
し
ま
っ
て
お
り
、
脚
裾
は

相
当
に
ひ
ろ
が
っ
て
安
定
し
て
い
る
。
郎
部
に
段
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
の
二
種
類
が
あ
る
が
、

口
縁
部
の
立
上
り
は
と
も
に
ゆ
る
や
か

で
あ
る
。
し
か
し
、
部
部
に
蓋
受
け
が
あ
っ
て
、

口
縁
部
が
垂
直
に
立
上
っ
て
い
る
も
の
が
、
例
外
的
に
出
土
し
て
い
る
。

こ
の
第
三
区
一
号
住
居
社
出
土
の
高
郎
の
類
例
を
県
内
に
求
め
て
み
る
と
、
東
松
浦
郡
浜
玉
町
に
あ
る
史
跡
横
田
下
古
墳
出
土
や
佐
賀
市
久

保
泉
町
川
久
保
に
あ
る
史
跡
帯
隈
山
神
龍
石
の
郭
内
よ
り
出
土
し
た
高
部
(
昭
和
四
十
二
年
三
月
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
発
行
「
帯
隈
山
神
龍

石
と
そ
の
周
辺
」
)
な
ど
が
あ
っ
て
、
土
師
器
と
し
て
は
古
い
形
式
に
属
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
第
三
区
一
号
住
居
祉
出
土
の
土
師
器
高
原
群
と
異
な
っ
て
い
る
の
が
、
第
二
区
一
号
住
居
祉
出
土
の
高
郎
で
あ
っ
て
、
全
高
九
・
五
セ

ン
チ
、

口
縁
径
三
一
・
八
セ
ン
チ
、
脚
裾
の
径
九
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
脚
部
が
非
常
に
低
く
、

口
縁
部
は
ほ
ぼ
垂
直
に
近
く
立
上

っ
て
い
て
、
郎
部
が
比
較
的
に
深
い
。
こ
の
高
杯
は
、
第
三
区
一
号
住
居
祉
出
土
の
も
の
よ
り
も
時
代
が
下
降
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
他
に
類
例
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
比
較
的
に
こ
れ
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
鳥
栖
市
東
十
郎
古
墳
群
イ
号
出
土
の
土

師
器
高
邦
(
昭
和
四
十
一
年
三
月
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
発
行
、

「
東
十
郎
古
墳
群
」
)
で
や
め
久
ご
っ
。

土
師
器
の
中
で
邦
は
最
も
普
遍
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
各
住
居
祉
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
径
一
三
セ
ン
チ
、
高
さ
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後

の
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
て
、
平
底
の
も
の
は
な
く
、
整
形
や
焼
成
は
と
も
に
ま
づ
く
て
、
大
部
分
は
変
形
し
て
い
る
。

口
縁
部
は
、

ほ
ぼ
垂

直
に
立
上
っ
て
い
る
も
の
、
僅
か
ば
か
り
外
反
り
し
て
い
る
も
の
、
内
側
ヘ
僅
か
ば
か
り
琴
曲
し
て
い
る
も
の
の
三
種
類
が
あ
る
が
、
僅
か
ば

九
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か
り
外
反
り
し
て
い
る
も
の
が
最
も
多
い
。

土
師
器
の
中
で
境
と
し
て
分
類
し
た
も
の
は
、
杯
形
の
も
の
の
中
で
、
深
さ
が
比
較
的
に
深
い
も
の
で
あ
る
。
底
部
は
邦
と
同
じ
く
丸
底
で

あ
る
が
、

口
縁
部
の
下
が
僅
か
に
く
び
れ
て
、

口
縁
部
は
外
反
り
し
、

胴
部
の
径
は
口
縁
部
と
同
じ
か
、

ま
た
は
、

口
縁
部
よ
り
僅
か
ば
か
り

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

口
縁
の
径
九
セ
ン
チ
、
胴
径
九
セ
ン
チ
、
高
さ
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
口
縁
の
径
一
二
セ
ン
チ
、
胴
径
一
三
セ
ン
チ
、

高
さ
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
大
き
き
で
あ
る
。

土
師
器
の
壷
形
土
器
で
は
、
柑
は
少
な
く
、

ほ
と
ん
ど
壷
で
あ
る
。
底
は
す
べ
て
丸
底
で
あ
っ
て
、
頚
部
が
し
ま
り
、

口
縁
部
は
聞
い
て
い

る
。
胴
部
は
球
形
に
近
い
も
の
が
大
部
分
で
あ
っ
て
、
胴
部
の
径
は
高
さ
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
高
さ
が
胴
径
よ
り
も
大
き
く
、
断
面

が
楕
円
形
に
近
く
な
っ
て
菱
形
を
呈
し
て
い
る
も
の
も
若
干
見
ら
れ
る
。
壷
の
大
き
さ
を
挙
げ
て
み
る
と
、
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

第 第 第 第 第 第 出

一
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こ
の
表
の
中
で
は
、
第
二
区
一
号
住
居
社
出
土
の
壷
だ
け
が
他
と
や
や
異
な
っ
て
い
て
、
護
形
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

第
三
区

一
号
住
居
祉
か
ら
出
土
し
て
い
る
埼
は
、
壷
と
異
な
っ
て
、

口
縁
部
の
立
上
り
が
高
く
、
全
高
七
・
七
セ
ン
チ
、
胴
高
四
・
四
セ
ン

チ
、
胴
径
七
・
四
セ
ン
チ
、
頚
部
の
径
六
・
二
セ
ン
チ
、

口
径
七
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
恐
ら
く
祭
紀
用
の
土
器
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。



要
の
完
形
品
は
出
土
し
て
い
な
い
の
で
、
す
べ
て
破
片
ば
か
り
で
あ
る
。
破
片
の
分
類
で
は
壷
と
の
見
分
け
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
壷
の
破

片
も
警
の
中
に
包
含
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
っ
て
、
土
師
器
の
嚢
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
第
三
区
一

号
住
居
祉
か
ら
出
土
し
て
い
る
厚
さ

一
・
二
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
破
片
な
ど
は
、
や
は
り
警
と
見
て
あ
や
ま
り
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
護
は
相
当
に
胴
部
が
ふ
く
ら
ん
、だ
形
式

の
よ
う
で
あ
る
。

甑
は
、
す
べ
て
の
住
居
杜
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
復
原
で
き
る
も
の
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
こ
の
甑
は
大
小
の
二

つ
の
形
式
に
分
類
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
小
形
の
も
の
は
、
底
部
が

一
孔
で
把
手
が
な
く
、
大
形
の
も
の
は
底
部
が
多
孔
で
把
手
が
つ
い
て
い
る
。

小
形
の
甑
の
中

で
、
第
三
区

一
号
住
居
社
出
土
の
二
個
は
、
深
鉢
形
で
あ
る
が
、
第
三
区
二
号
住
居
社
出
土
の
も
の
は
壷
形
を
呈
し
て
い
て
、
や
や
形
が
異
な

っ
て
い
る
。
小
形
の
甑
の
大
き
さ
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第 第 第 出

区 区 区 土

一 一 一
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こ
の
小
形
の
甑
は
、
壷
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
極
め
て
厚
手
で
あ
っ
て
、

一
・
一
l
一
・
二
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
の
器
厚
で
あ
る
点
が
注
目
さ

れ
る
。

大
形
の
甑
は
、
小
形
の
甑
よ
り
も
薄
手
に
作
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
厚
さ
は

一

-0
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
弱
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
完
構
を
保

つ
も

の
は
な
く
、
復
元
可
能
な
も
の
は
僅
か

二
例
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

第

一
区

一
号
住
居
祉
と
第
三
区

一
口
巧
住
居
祉
出
土
の
も
の
は
、
胴
部
か
ら
口
縁
部
へ
か
け
て
ほ
ぼ
垂
直
に
立
上

っ
て
い
て
、
相
類
似
し
た
形

式
の
も
の
で
あ
る
。
第
一

区

一
号
住
居
祉
出
土
の
も
の
は
、

口
径
二
六

・
八
セ
ン
チ
、
第
三
区

一
号
出
土
の
も
の
は
、

口
径
二
七

・
六
セ
ン
チ



一一一一一

メ
ー
ト
ル
で
、

口
縁
部
の
大
き
さ
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
高
き
が
両
者
は
異
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
第
一
区
一
号
出
土
の
も
の
は

底
部
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
比
較
が
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
存
部
の
高
さ
が
二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
っ
て
、
第
三
区
一
号
出
土
の
も
の

よ
り
相
当
に
高
い
形
式
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

第
三
区
一
号
住
居
祉
出
土
の
も
の
は
、
全
高
が
二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
す
ぎ
ず
、
底
部
は
小
形
の
甑
が
す
べ
て
尖
底
ま
た
は
丸
底
で
あ
る

の
に
対
し
、
平
底
で
あ
っ
て
、
そ
の
径
は
一
一

-
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
底
部
に
は
一
二
孔
以
上
の
不
整
円
孔
が
穿
た
れ
て
い
て
、
孔

-
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
る
が
、
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
こ
す
も
の
も
あ
っ
て
孔
の
大
き
さ
は
不
同
で
あ
り
、
ま
た
、
孔
の
配

つの

列
も
不
規
則
で
あ
る
。
こ
の
種
の
大
形
の
甑
に
は
、
す
べ
て
胴
部
に
角
形
の
二
個
の
把
手
が
つ
い
て
い
て
、
こ
の
把
手
は
差
し
込
み
と
な
っ
て

径
は

いザ〈
M

。
第
二
区
二
号
住
居
社
出
土
の
甑
は
、
全
高
三
一

-
三
セ
ン
チ
、
胴
部
の
最
大
径
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
他
の
甑
の
口
縁
部
が
、

Il 

ぼ
垂
直
に
立
上
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
甑
は
口
縁
部
の
直
下
が
僅
か
に
く
び
れ
て
、

口
縁
部
が
外
反
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
み
ら

れ
る
。
形
は
釣
鐘
形
で
、
底
部
は
丸
底
に
近
く
、
底
部
に
放
射
形
に
穿
た
れ
た
六
孔
が
あ
る
。
底
部
中
央
に
、
径
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

空
間
を
お
い
て
、
長
さ
四
セ
ン
チ
、
幅
二

i
一
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
の
孔
が
等
間
隔
に
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
孔
は
極
め
て
鋭
利

に
穿
た
れ
、
整
然
と
整
形
さ
れ
て
い
る
。
全
体
が
黄
色
で
、
焼
成
は
余
り
堅
織
で
な
く
、
刷
毛
目
が
全
面
に
上
下
の
方
向
に
と
お
り
、
中
央
に

は
二
本
の
沈
線
が
胴
を
め
ぐ
っ
て
い
る
。

ω祭
紀
遺
物

高
邦
・
坪
・
壷
そ
の
他
の
土
器
類
の
中
に
は
、
祭
紀
用
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
も
、
生
活
用
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
て
、
そ
れ

を
区
分
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
の
で
、
両
者
を
土
器
と
し
て
一
括
し
て
取
扱
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
土
器
類
の
中
で
祭
紀
用
と
し
て
用
い
ら



れ
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
手
担
土
器
と
土
製
品
お
よ
び
滑
石
製
模
造
品
を
一
括
し
て
取
扱
う
こ
と
に
し
た
。
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各
遺
跡
別
の
祭
紀
遺
物
の
出
土
数
は
、
こ
の
表

の
と
お
り
で
あ
る
が
、
括
弧
内
の
数
は
破
損
ま
た
は
欠
損
し
た
遺
物
の
個
体
数
で
あ
る
。
こ

の
祭
紀
遺
物
が
最
も
多
く
出
土
し
て
い
る
の
は
、
第
一
区
二
号
住
居
祉
と
第
三
区
一

号
住
居
祉

の
こ
か
所
で
あ
っ
て
、
特
に
第

一
区
二
号
住
居

祉
か
ら
は
滑
石
製
平
玉
が
多
数
出
土
し
て
い
て
群
を
抜
い
て
い
る
が
、
第
三
区

一
号
か
ら
は
こ
の
表
に
出

て
い
な
い
高
杯
そ
の
他
の
祭
紀
用
に

供
せ
ら
れ
た
土
器
類
が
多
数
出
土
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
か
所
が
祭
紀
遺
構
の
中
心
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い

。

手
担
土
器
は、

埼
と
器
台
の
二
種
類
で
あ

っ
て
、
そ
の
種
類
に
乏
し
い
が、

器
台
の
中
に
は
臼
と
み
て
よ
く
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も

若
干
見
ら
れ、

ま
た
、
柑
の
中
に
も
口
縁
部
が
聞
い
て
坪
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
い
く
ら
か
含
ま
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
形
式
上
余
り
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
な
い
の
で
、
臼
形
の
も
の
は
器
台
に
、
部
形
の
も
の
は
柑
に

一
括
し
て
取
扱
う
こ
と
に
し
た
。

一一一一一



匹l

吋
は
、
こ
の
坪
形
の
も
の
を
除
い
て
二
形
式
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
頚
部
が
く
び
れ
て
口
縁
部
が
外
反
り
す
る
も
の
と
、
胴
部
が
ふ

く
ら
み
口
縁
部
が
や
や
す
ぼ
ま
る
も
の
と
の
二
形
式
で
あ
る
。
、
玉
な
惜
の
大
き
さ
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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こ
の
手
担
坊
は
、

ほ
と
ん
ど
丸
底
で
あ
る
が
、
平
底
の
も
の
が
例
外
的
に
出
土
し
て
い
る
。

手
控
器
台
は
、
鼓
形
を
呈
し
て
い
て
、
そ
の
上
下
と
も
に
器
を
受
け
る
凹
み
が
あ
る
が
、

一
般
的
に
み
て
、
大
形
の
方
が
凹
み
を
深
く
し
て

い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
器
台
の
う
ち
、
若
干
の
も
の
に
つ
い
て
そ
の
大
き
さ
を
あ
げ
て
み
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
他
も
大
体

こ
れ
ら
の
も
の
と
相
似
た
大
き
き
で
あ
る
。

遺

跡

名

fち、

ニι

古
同

1同

径

上
端
の
径

下
端
の
径

凹
み
の
深
さ

第
一
区
二
号

六
・
七

m

二

・
九

m

五
・
五

m

四
・

二

m

一
1
¥
m

-

F
ノ
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こ
の
表
に
よ
っ
て
判
る
よ
う
に
、

一
般
に
大
形
の
も
の
の
凹
み
が
著
る
し
く
深
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
こ
れ
は
や
は
り
臼
の
模

造
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
上
下
と
も
ほ
と
ん
ど
相
似
た
大
き
さ
で
は
あ
る
が
、
多
少
異
な
っ
て
い
る
の
も
あ
る
の
で
、
大
き
い
方
を

上
と
し
、
小
さ
い
方
を
下
と
し
た
。
上
下
の
凹
み
の
深
さ
も
多
少
異
な
っ
て
い
る
の
が
あ
る
が
、
大
体
相
似
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

一
方
だ
け

を
挙
げ
て
お
く
こ
と
に
し
た
。
こ
の
器
台
は
、

基
本
的
に
は
上
下
同

一
に
作
ら
れ
て
い
る
と
、

み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

土
製
品
の
中
の
二
個
の
勾
玉
は
、
と
も
に
孔
が
な
い
が
、
そ
の
形
状
か
ら
み
て
、
勾
玉
と
推
定
し
て
よ
か
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

長
さ
四
・

二
セ
ン
チ
、
径

一
-
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
、

長
さ
三

・
四
セ
ン
チ
、
径
一

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
と
の
こ
個
で
、
と
も
に
一
端
が
細

く
す
ぼ
ま
っ
て
琴
曲
し
て
い
る
。

丸
玉
は
、
最
大
の
も
の
の
径
二

・
二
セ
ン
チ
、

最
小
の
も
の
が

-
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
不
整
球
形
で
あ
っ
て
、
中
心
に
孔
が
通
っ

て
い
る
。
玉
の
模
造
品
と
し
て
は
、
や
や
大
き
す
、
ぎ
る
よ
う
で
、
鈴
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
鈴
は
別
に
出
土
し
て
い
る
の
で
、

や

は
り
土
玉
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

土
製
の
模
造
鏡
で
完
構
品
は
、

第
三
区
二
号
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
径
三

・
五
l
三

・
二
セ
ン
チ
、
銀
ま
で
含
め
て
の
高
さ

一
-
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
土
製
の
勾
玉
や
丸
玉
が
極
め
て
組
製
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
土
製
の
鏡
は
比
較
的
に
て
い
ね
い
に
作
ら
れ
て
い
る
。

土
製
の
鈴
は
、

一
例
だ
け
で
あ

っ
て
、
径
二

・
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
中
心
に
径

0
・
コ一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
孔
を
通
し
、

こ
の
中
心
孔
か

ら

一
方
へ
口
を
開
け
て
い
る
。
比
較
的
に
鈴
の
特
質
を
よ
く
模
造
し
て
い
る
が
、

こ
の
鈴
と
土
製
丸
玉
と
は
、
形
状
や
大
き
さ
な
ど
極
め
て
類

五
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似
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

表
に
は
の
せ
て
い
な
い
が
、
第
三
区
二
号
住
居
枇
か
ら
不
明
土
製
品
が

一
個
出
土
し
て
い
る
。
長
さ
四
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ

0
・
八
セ
ン
チ
、

中高

-
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
両
端
が
半
円
形
を
呈
す
る
長
方
形
で
、
断
面
は
楕
円
形
で
あ
る
。
孔
が
な
く
、
琴
曲
も
し
て
い
な
い
の
で
勾

玉
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
、
断
面
が
楕
円
形
で
あ
る
た
め
杵
と
み
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。

滑
石
製
模
造
品
も
そ
の
種
類
は
少
な
く
、
変
化
に
乏
し
い
が
、
滑
石
の
材
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
区
一
号
・
第
一

区
三
号

・
第
二
区
二
号
・
第
三
区
二
号
お

よ
び
第
四
ト
レ
ン
チ

・
第
八
ト
レ
ン
チ
な
ど
か
ら
一
個
づ
つ
発
見
さ
れ
て
い
る
。
滑
石
は
、
こ
の
基

山
町
付
近
に
は
産
出
し
な
い
の
で
、
他
か
ら
持
っ
て
き
て
、
こ
の
地
で
製
作
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
滑
石
製
模
造
品

の
製
作
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
未
完
成
品
や
剥
片
な
ど
は
、
こ
の
調
査
地
区
内
か
ら
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

滑
石
製
の
有
孔
円
板
類
は
、
第

一
区
二
号
と
第
三
区
一
号
の
二
か
所
の
み
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
有
孔
円
板
の
中
に
、

長
方
板
も
便
宜

上
一
括
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。
有
孔
円
板
は
、
不
整
円
形
の
も
の
が
多
く
、
径
三

l
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
、
厚
さ
は
大
部
分
が

0
・
三

1
0
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
中
に
は

0
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
も
の
も
あ
る
。
孔
は
中
央
に

一
孔
だ
け
の
も
の
が

多
い
が
、

a
-
孔
の
も
の
も
二
例
ほ
ど
出
土
し
て
い
る
。

第
三
区
一
号
か
ら
は
、
長
方
板
に
類
す
る
滑
石
製
品
が
二
個
出
土
し
て
い
る
。

一
個
は
完
構
品
で
あ
っ
て
、

長
さ
二

・
八
セ
ン
チ
、
幅

五
セ
ン
チ
、
厚
さ

0
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、

一
方
が
や
や
狭
く
な
っ
て
台
形
に
近
い
形
を
呈
し
て
い
る
。
他
の

一
個
は
、

一
端

が
折
損
し
て
い
る
た
め
に
全
形
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
幅

-
八
セ
ン
チ
、
厚
さ

0
・
二
セ
ン
チ
で
あ
る
。
残
存
部
分
は
山
形
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
相
板
と
で
も
称
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
個
の
長
方
板
に
は
、

い
ず
れ
も
孔
が
穿
た
れ
て
い
な
い
。

滑
石
製
勾
玉
は
、
第
三
区
一
号
か
ら
の
み
二
個
出
土
し
て
い
て
、
長
さ
は
、
三
セ
ン
チ
と
一

-
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
と
も
に
孔
は
両
制

り
と
な
っ
て
い
る
。
大
き
い
方
の
厚
さ
は
、

0
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
小
さ
い
方
は
頭
部
の
方
が
著
る
し
く
薄
く
、

や
や
粗
製
で



ル
め
ス
d
o

滑
石
製
の
平
玉
は
、
第
一
区
二
号
か
ら
そ
の
大
部
分
が
出
土
し
て
い
て
、
そ
の
数
は
二
、

0
0
0個
を
こ
え
て
い
る
。
径
は
七
・
四
j
三
・

O

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
は
四
・

0
1
0
・
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
ま
で
で
あ
っ
て
、

こ
の
平
玉
の
中
に
は
比
較
的
に
厚
手
の
臼
玉
や
極
小
の
小
玉
な

ど
も
若
干
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
一崩
平
な
平
玉
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
も
平
玉
の
中
に
一
括
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
第
一
区
二
号
か
ら
は
、

ガ
ラ
ス
玉
が
一
個
出
土
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

出
土
遺
物
表
に
は
あ
げ
て
い
な
い
が
、
第
五
区
の
住
居
社
内
の
床
面
か
ら
滑
石
製
品
一
個
が
出
土
し
て
い
る
。
長
さ
七
・
八
セ
ン
チ
、
幅
二

-
七
セ
ン
チ
、

厚
さ
一
・
一
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
で
、
鎌
形
に
ゆ
る
く
湾
曲
し
て
い
る
。
よ
く
研
磨
さ
れ
て
い
て
、
か
ど
の
部
分
も
な
め
ら
か
で

あ
る
。
両
面
に
は
、

ほ
ぼ
中
央
に
長
軸
線
に
そ
う
で
深
い
切
り
込
み
の
溝
が
通
っ
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
再
加
工
の
過
程
で
は
な
い
か
と
推
定

さ
れ
る
。
形
状
か
ら
み
て
、

一
番
近
い
の
は
大
形
の
勾
玉
で
あ
る
が
、
孔
が
な
く
、
ま
た
頭
と
尾
の
部
分
が
全
く
同
じ
形
態
で
あ
っ
て
、
何
で

あ
る
の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

叩
土
器
以
外
の
生
活
用
具

土
器
以
外
の
生
活
用
具
類
と
し
て
は
、
土
製
品

・
石
器
・
鉄
器
な
ど
が
あ
っ
て
、
そ
の
種
類
も
数
も
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
祭

紀
用
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
生
活
用
具
と
し
て
一
括
し
て
取
扱
う
こ
と
に
し
た
。
発
見
さ
れ
た
遺
物
は
、
次
の

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

遺

E事

名

土

製

口口口

石

器

七
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八

第 第 第 第 ~ 第 第
五 一 一一
区 区 区 区 区 区 区

一 一 一 一 一可Eコ 下仁二72 下E二7T Fに73 巧に:!. 下Eデ3 

一

一 一 一

一 一

五一 - 一
破
片

一 五 一一

一 一

四 一

紡
錘
車
は
、
径
五
セ
ン
チ
、
厚
さ

一
セ
ン
チ
、
中
央
に
径

0
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
孔
の
あ
る
土
製
品
で
、
縁
の
方
は
や
や
薄
く
な
っ
て

い
る
た
め
、
断
面
は
長
惰
円
形
を
呈
し
て
い
る
。
土
錘
は
三
個
で
あ
っ
て
、
長
さ
四

・
0
セ
ン
チ
、
径
一

-
八
セ
ン
チ
、
長
さ
二

・
五
セ
ン
チ
、

径

一
・
三
セ
ン
チ
、

長
さ
三

・
三
セ
ン
チ
、
径
一

-0
セ
ン
チ
で
あ
る
。

砥
石
は
二
個
で
、

と
も
に
相
当
に
使
用
さ
れ
た
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
て
、
琴
曲
が
著
る
し
く
、
と
も
に
折
損
し
て
い
る
。
第
三
区

一
号
住
居

社
出
土
の
も
の
は
、
現
存
部
分
の
長
さ

一
二

セ
ン
チ
、
幅

一一

l
七
セ

ン
チ
、
厚
さ
六
セ
ン
チ
で
、
三
面
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
砥
石
の

材
は
、
目
の
荒

い
砂
岩
で
あ
る
。
第
一
区
二
号
住
居
祉
出
土
の
砥
石
は
、
現
存
長
五
・
五
セ
ン
チ
、
幅
五
・
五
J
三

・
0
セ
ン
チ
で
、
実
に
五

面
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
砥
石
は
、
鍛
密
な
砂
岩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
擦
石
に
は
、
す
べ
て
安
山
岩
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

鉄
鍛
は
尖
恨
式
と
平
根
式
の
両
形
式
が
出
土
し
て
い
る
が
、
第
三
区
一
号
住
居
祉
出
土
の
三
個
の
み
が
平
根
式
で
あ
る
。
鉄
器
片
の
中
に
は
、

万
子
や
釘
ま
た
は
鎌
な
ど
と
思
わ
れ
る
も
の
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
破
片
の
み
で
あ
る
た
め
器
形
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。



凶
植
物
性
遺
物

第
一
区
三
号
住
居
祉
か
ら
は
、
多
数
の
木
炭
と
と
も
に
、

芦
の
葉
に
似
た
炭
化
植
物
が
推
積
し
て
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
五
区
住
居
祉

の
床
面
に
は
、

一
面
に
炭
化
米
が
散
在
し
て
い
た
。
炭
化
米
は
、
長
さ
四
・

0
ミ
リ
メ

ー
ト
ル
、
径
三

・
0
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
前
後
で
あ
っ
て
、

ジ
ャ
ポ
ニ
カ
系
で
あ
る
。

間
そ
の
他
の
遺
物

第 第 第 第 第 第 第 第 遺
五
区 区 区 区 区 区 区 区 島方、

一 一 一 一
名Fに73 可に1 下に子1 下Eコ7 下仁コ7 ?仁ラコ 下Eコ子

軽

一 石一

石

一 一 四 鍛

ポ
イ

一 一 ン
ト

イス
パク

一 lレ

石

一 匙

押

一 一 土型
一 器文

式遠

一
土賀
器川

こ
の
表
の
と
お
り
、
弥
生
時
代
や
縄
文
時
代
の
石
器
や
土
器
な
ど
が
少
数
出
土
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
出
土
遺
物
に
伴
の
う
遺

構
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

三
九



四
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三
、
鳥
栖
市
永
吉
遺
跡

ー
、
遺

跡

川
環
境
・
お
よ
び
調
査
の
あ
ら
ま
し

発
掘
調
査
を
実
施
し
た
永
吉
遺
跡
は
佐
賀
県
鳥
栖
市
大
字
永
吉
字
正
口
二
六
八

l
一
番
地
の
標
高
一
九
、
五
三
メ
ー
ト
ル
の
畑
で
あ
る
。
周

囲
は
標
高
一
八
メ
ー
ト
ル
線
の
水
田
で
あ
る
が
、
昭
和
初
期
ま
で
は
隣
接
す
る
畑
二
枚
と
の
南
北
約
三

0
0
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
三
五
メ

l
ト

ル
の
水
田
地
帯
の
中
に
存
す
る
独
立
丘
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
秋
光
川
の
氾
濫
に
よ
る
堤
防
補
強
工
事
の
た
め
に
採
土
さ
れ
た
の
で
現

況
で
は
水
田
中
に
取
り
残
さ
れ
た
三
枚
の
畑
の
如
き
景
観
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

遺
跡
の
東
方
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
を
筑
後
川
の
支
流
、
秋
光
川
が
南
流
し
、
こ
の
川
と
遺
跡
の
あ
る
畑
と
の
聞
に
は
水
田
が
北
か
ら
南
へ
開

け
、
更
に
川
の
東
側
に
は
福
岡
県
小
郡
町
の
水
団
地
帯
が
開
け
て
い
る
。
遺
跡
の
後
背
地
は
標
高
四

O
四
メ
ー
ト
ル
の
基
山
の
東
南
山
麓
が
形

成
す
る
低
地
で
、
遺
跡
と
の
中
間
に
幅
約
四

0
メ
ー
ト
ル
の
水
田
が
北
か
ら
南
に
帯
状
に
存
す
る
。

こ
の
遺
跡
の
南
方
約
五

0
0
メ
ー
ト
ル
に
永
吉
神
社
が
あ
る
。
こ
の
社
は
、
肥
前
風
土
記
に
永
世
の
社
と
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
『
同
天
皇

(
注
、
景
行
天
皇
)
高
羅
の
行
宮
よ
り
か
へ
り
い
で
ま
し
て
酒
殿
泉
之
辺
に
お
は
し
ま
す
。
こ
こ
に
膳
を
薦
む
る
時
、
御
よ
ろ
ひ
の
光
明
常
に

異
な
り
。
の
て
卜
部
の
殖
坂
に
占
へ
し
め
た
ま
ふ
。
ま
を
し
つ
ら
く
此
の
地
に
神
あ
り
。
い
た
く
御
鎧
を
ほ
り
せ
り
。
天
皇
宣
り
た
ま
は
く
「

実
に
然
る
事
あ
ら
ば
神
社
に
納
め
奉
ら
む
。
永
世
の
財
と
な
す
べ
し
」
と
の
た
ま
へ
り
、
因
て
永
世
の
社
と
号
す
。
後
人
改
め
て
長
岡
の
社
と

日
ふ
。
』
と
あ
り
、

(
松
尾
禎
作
著
「
肥
前
風
土
記
の
研
究
」
に
よ
る
)

又
、
旧
記
に
は
「
長
吉
村
の
氏
神
八
幡
宮
は
も
と
永
世
神
社
な
り
祭

る
所
少
彦
名
神
な
り
此
社
度
々
兵
火
に
か
か
り
で
廃
せ
り
A
7
の
八
幡
宮
は
古
奈
良
田
村
の
西
歳
の
森
に
在
し
と
い
う
A
7
ほ
の
け
に
残
り
て
松
一



本
残
れ
り
年
の
森
よ
り
永
吉
村
に
う
つ
り
給
へ
り
し
な
る
べ
し
今
は
八
幡
宮
の
相
殿
に
ま
せ
り
八
幡
宮
は
奈
良
田
・
長
吉
両
村
の
氏
神
な
り
」

と
あ
り
、
こ
の
地
が
古
く
か
ら
相
当
開
け
て
い
た
事
を
示
唆
し
て
い
る
。

遺
跡
か
ら
南
へ
三
枚
目
の
畑
の
ト
レ
ン
チ
の
結
果
、
地
表
下
約
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
砂
磯
層
、
約
一
メ
ー
ト
ル
で
砂
層
と
な
る
こ
と
か

ら
判
断
し
て
、
独
立
丘
の
南
端
部
は
川
床
と
な
っ
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
遺
跡
の
あ
る
畑
で
同

一
の
深
さ
で
比
較
し
て
も

こ
の
よ
う
な
層
は
な
く
、
黄
褐
色
粘
土
層
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
独
立
丘
は
秋
光
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
、
河
岸
段
丘
と
い
う
よ

り
も
む
し
ろ
後
背
低
台
地
の
東
端
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
遺
跡
は
秋
光
川
を
境
に
し
て
筑
後
の
国
に
接
し
、
北
西
約
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
は
太
宰
府
が
あ
っ
て
筑
紫
平
野
と
の
中
間
点
に
位
置

し
て
お
り
、
交
通
の
要
衝
と
し
て
も
早
く
か
ら
開
け
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

今
回
の
調
査
は
道
路
造
成
工
事
に
伴
な
う
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
発
掘
可
能
区
域
が
道
路
敷
内
に
限
定
さ
れ
た
の
で
、
遺
構
の
完
全
調
査
は

不
可
能
で
あ
っ
た
。
加
え
て
、
こ
の
遺
跡
の
両
側
は
水
田
で
あ
る
た
め
排
土
の
置
き
場
所
に
も
制
約
を
う
け
て
、
そ
の
範
囲
は
な
お
限
定
さ
れ

た
ま
ず
、
三
枚
の
畑
に
二
メ
ー
ト
ル
×
二
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
た
。

一
番
南
の
畑
の
ト
レ
ン
チ
で
は
前
述
の
如
く
地
表
下
約
五

O

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
砂
喋
層
、
約

一
メ
ー
ト
ル
で
砂
層
と
な
り
、
遺
物
、
遺
構
は
な
ん
ら
発
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

二
番
目
の
畑
の
ト
レ
ン
チ
で
は
砂
礁
、
砂
層
は
認
め
ら
れ
ず
、
黒
褐
色
の
表
土
層
の
下
は
砂
礁
混
入
の
赤
褐
色
土
層
で
あ
る
。
遺
物
は
土
師

質
の
土
器
細
片
が
表
土
層
に
混
入
す
る
の
み
で
、
遺
構
は
認
め
ら
れ
な
い
。

当
該
遺
跡
は
南
か
ら
三
番
目
の
畑
で
、
独
立
丘
の
最
北
端
に
当
る
。
表
土
層
中
に
は
土
師
質
の
土
器
細
片
が
濃
密
に
混
入
し
て
い
た
。
層
序

は
上
部
よ
り
、
細
砂
混
入
灰
色
土
層
、
次
い
で
、
細
砂
混
入
黒
褐
色
土
層
、
細
砂
混
入
黄
褐
色
土
層
と
な
る
。
基
盤
と
思
わ
れ
る
の
が
地
表
面

か
ら
約
八

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
下
の
細
砂
混
入
赤
褐
色
土
層
で
、
こ
の
層
に
無
数
の
ピ
ッ
ト
が
掘
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
配
列
は
不
規
則
で

四
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あ
る
が
、
少
な
く
と
も
二
戸
以
上
の
住
居
が
あ
っ
た
事
が
推
定
さ
れ
る
。
床
面
は
平
ら
で
、
竪
穴
の
壁
の
痕
跡
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
平
地

式
住
居
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
住
居
祉
は
ほ
ぼ
方
形
の
プ
ラ
ン
を
と
る
。
中
央
部
に
や
〉
広
い
堀
り
込
み
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
炉
の
跡
と

思
わ
れ
る
。

ト
レ
ン
チ
の
北
端
に
幅
三

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
堀
り
込
み
が
東
西
に
走
り
、

ト
レ
ン
チ
の
西
端
で
幅
三

・

五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
八

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
更
に
深
く
、
大
き
い
落
ち
込
み
に
通
じ
て
い
る
。
こ
の
落
ち
込
み
は
主
ト
レ
ン
チ
か
ら
南
ヘ
延
長

し
た

一
メ
ー
ト
ル
×
二

0
メ
ー
ト
ル
の
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
の
中
央
付
近
の
幅
三

・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
八

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
落
ち
込
み
に
通

ず
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
、
住
居
の
環
溝
を
推
定
さ
れ
る
。

床
面
か
ら
の
遺
物
は
上
師
質
の
土
器
、
手
裡
市
、
砥
石
な
ど
が
出
土
し
た
。
土
器
の
形
式
か
ら
、
こ
の
遺
跡
の
営
な
ま
れ
た
時
期
は
お
よ
そ

五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
要
約
す
る
に
、
こ
の
遺
跡
は
主
柱
三
・
五
メ
ー
ト
ル
×
四
・
二
メ
ー
ト
ル
の
方
形
平
地
住
居
で
、
個
々
の
住
居
の
周
囲
に
は
排
水
溝
を

更
に
住
居
群
に
は
環
溝
を
有
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

手
担
増
の
出
土
は
伊
勢
山
遺
跡
に
見
ら
れ
る
如
き
祭
紀
場
の
存
在
は
推
定
さ
れ
な
い
に
し
て
も
、
こ
冶
で
も
祭
紀
の
慣
行
が
あ
っ
た
事
を
示

唆
し
て
い
る
。

ω住
居
祉

ト
レ
ン
チ
の
北
側
に
位
置
す
る
住
居
祉
を
一
号
社
、
南
側
の
そ
れ
を
二
号
祉
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。

①
一
号
祉

住
居
祉
の
床
面
は
現
地
表
面
か
ら
約
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
下
に
あ
り
、
土
質
は
細
砂
混
入
の
赤
褐
土
で
あ
る
。
竪
穴
の
壁
の
痕
跡
は
全
く



認
め
ら
れ
な
い
の
で
平
地
式
住
居
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ゾ
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

床
面
に
は
無
数
の
ピ
ッ
ト
が
不
規
則
に
存
在
す
る
が
、
柱
穴
聞
の
距
離
か
ら
住
居
の
。フ
ラ
ン
を
求
め
る
と
ほ
J

次
の
知
く
な
る
。

主
柱
は
、
北
東
か
ら
南
西
へ
ほ
、
t

三

・
五
メ
ー
ト
ル
、
北
西
か
ら
南
東
へ
ほ
ゾ
四
メ
ー
ト
ル
で
正
方
形
に
近
い
長
方
形
を
示
す
。

主
柱
は
四

本
で
あ
る
。
長
方
形
の
中
心
点
か
ら
見
て
、
北
西
の
辺
の
外
側
、
南
東
の
辺
の
外
側
そ
れ
ぞ
れ
約
六

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
南
西
の
辺
の
外
側
、

北
東
の
辺
の
外
側
そ
れ
ぞ
れ
約
一
メ
ー
ト
ル
の
線
で
柱
穴
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
長
尾
お
よ
び
切
上
げ
柱
の
跡
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ

る

尚
、
南
西
の
辺
に
は
そ
の
外
側
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
も
う

一
つ
の
辺
が
設
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
炉
の
構
造
か
ら
判
断
し
て
二
次
的
に

拡
張
さ
れ
た
時
の
主
柱
穴
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
従

っ
て、

一
号
の
住
居
祉
は
最
終
的
に
は
四
メ
ー
ト
ル

×
四
・
五
メ
ー
ト
ル
の
プ
ラ

ン
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

炉
は
第
一
次
の
プ
ラ
ン
で
は
中
央
よ
り
や
冶
西
に
偏
し
、

0
・
八
メ
ー
ト
ル

×

一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
は
床
面
か
ら
最
大
五

0
セ
ン
チ
メ
l
ト

ル
で
あ
る
。
こ
の
炉
の
南
東
約
二
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
床
面
に

一
個
体
分
の
土
師
質
の
査
の
破
片
が
出
土
し
た
。

拡
張
さ
れ
た
プ
ラ
ン
の
部
分
に
も
う
一
つ
の
炉
が
確
認
さ
れ
た
。
0
・
六
メ
ー
ト
ル

×

一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
前
者

に
比
し
て
や
、
小
規
模
で
あ
る
が
、
住
居
拡
張
の
要
因
は
こ
の
炉
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
即
ち
、

家
族
数
の
増
加
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
又
、
こ
の
住
居
が
か
な
り
の
期
間
継
続
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

プ
ラ
ン
内
に
若
干
の
ピ

ッ
ト
と
落
ち
込
み
が
見
ら
れ
る
が
こ
れ
は
器
物
を
据
え
置
く
た
め
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
構
造
物
の
遺
構
で
あ
る
か

は
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

床
面
の
粘
土
張
り
、
た
た
き
技
法
は
認
め
ら
れ
ず
、
単
に
地
山
の
凝
固
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
竃
を
構
築
し
た
形
跡
は
な
ん
ら
認
め
る
事
は
で
き
な
か

っ
た
。

四



四
四

②
二
号
社

二
号
祉
も
一
号
祉
と
同
じ
く
平
地
式
住
居
で
、
そ
の
床
面
は
現
地
表
面
か
ら
約
五

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
下
に
あ
る
。
プ
ラ
ン
の
中
央
点
よ
り

見
て
、
北
東
の
辺
の
み
し
か
発
掘
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
主
柱
聞
は
一
号
祉
と
同
じ
く
ほ
ご
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
そ

の
規
模
は

一
号
祉
の
第
一
次
プ
ラ
ン
と
同
じ
規
格
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
相
異
す
る
の
は
、
辺
の
方
向
が
一
号
祉
の
北
東
辺
の
場
合
北
西

か
ら
南
東
の
方
向
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
二
号
杜
で
は
西
北
西
J
東
南
東
と
な
り
約
一

O
度
の
ふ
れ
が
あ
る
。

炉
は
一
メ
ー
ト
ル
×
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
楕
円
形
で
一
号
祉
に
比
し
て
や
〉
大
き
い
。
位
置
は
プ
ラ
ン
の
東
隅
で
あ
る
。

一
号
祉
と
同
じ
く

プ
ラ
ン
内
に
ピ
ッ
ト
と
堀
り
込
み
が
あ
る
が
、
そ
の
性
格
は
不
明
で
あ
っ
た
。

床
面
・
お
よ
び
竃
は

一
号
祉
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
た
。

床
面
か
ら
砥
石
二
個
と
鉄
器
片
が
出
土
し
た
。

出
溝一

号
祉
の
南
北
対
角
線
に
直
角
に
、

ト
レ
ン
チ
の
北
端
に
位
置
し
て
、
東
か
ら
西
ヘ
、
住
居
杜
と
の
最
大
至
近
点
四

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に

幅
三

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
二

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
溝
が
築
造
さ
れ
て
い
る
。

0

フ
ラ
ン
の
南
北
対
角
線
の
延
長
線
と
溝
と
の
交
点
の
部

分
が
溝
底
の
最
高
位
点
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
東
西
へ
そ
れ
ぞ
れ
除
々
に
傾
斜
し
て
い
る
。
最
高
位
点
か
ら
西
ヘ
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
、

メ

ー
ト
ル
×

0
・
八
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
落
ち
込
み
が
あ
る
が
、
貯
水
を
目
的
と
し
た
も
の
か
ど
う
か
そ
の
性
格
は
不
明

で
あ
っ
た
。
こ
の
溝
の
西
端
は
落
ち
込
み
か
ら
二
・
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
急
に
、
更
に
深
く
落
ち
込
む
。
こ
の
大
き
な
深
い
落
ち
込
み
は
主

ト
レ
ン
チ
を
延
長
し
た
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
の
中
央
部
、

一
号
祉
の
中
央
点
よ
り
南
々
東
一
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
見
ら
れ
る
幅
三
・
五
メ
ー
ト
ル
、

深
さ

0
・
八
メ
ー
ト
ル
の
落
ち
込
み
と
同
じ
性
格
と
思
わ
れ
る
。
両
者
が
一
連
の
も
の
で
あ
る
か
、
別
個
の
も
の
で
あ
る
か
は
明
確
に
断
定
は



で
き
な
い
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
住
居
の
周
辺
に
溝
も
し
く
は
堀
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

大
き
い
落
ち
込
み
部
分
の
底
土
に
砂
利
や
礁
を
含
ま
な
い
腐
蝕
物
混
入
の
黒
色
粘
土
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
溝
よ
り
も
む
し
ろ
集
落
を
取

り
ま
い
て
い
る
環
溝
の
可
能
性
が
強
い
。

住
居
に
接
し
て
東
西
に
構
築
さ
れ
た
小
溝
は
住
居
に
付
設
さ
れ
た
排
水
溝
で
は
な
か
ろ
う
か
。

2
、
遺

物

遺
物
の
ほ
と
ん
ど
は
住
居
杜
床
面
か
ら
の
出
土
で
あ
る
が
、
次
の
如
く
分
け
て
考
え
る
事
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
土
器
と
土
器
以
外
の
遺
物
に
分
類
し
た
。

山
土
器

④
生
活
用
土
器
類

2 3 i不

土
5 2 t苑

t甘
11 2 . 師

宝:i:

5 O 護
五ロ百ロ

1 O 官五

須
4 l t不 d宙じρ

器

完
構
復
原
可
能
土
器

破
片
個
体
数

須
恵
器
は
土
師
器
と
比
べ
個
体
数
お
よ
び
種
類
が
極
め
て
少
な
く
、
共
存
の
割
合
は
低
率
で
あ
る
。

須
恵
器
は
小
溝
東
端
か
ら
出
土
し
た
杯
の
蓋
で
あ
る
が
、

つ
ま
み
は
な
く
、
縁
辺
に
向
っ
て
半
円
形
を
描
き
、
肩
部
の
張
り
出
し
ゃ
縁
辺
の
外

反
は
見
ら
れ
な
い
。
田
式
前
半
に
比
定
さ
れ
る
。

四
五



四
六

土
師
器
は
五
器
種
が
出
土
し
た
が
、
そ
の
形
状
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

壷
は
丸
底
で
あ
っ
て
、
頚
部
が
し
ま
り
、

口
縁
部
は
外
反
す
る
。
口
部
と
胴
部
の
比
は
三
対
一
で
あ
り
、

口
縁
径
と
胴
部
の
径
の
そ
れ
は
七

対
五
で
胴
部
が
大
き
い
。
最
大
径
は
胴
部
中
央
に
あ
り
、
楕
円
形
に
近
い
。

広
口
壷
は
丸
底
で
は
あ
る
が
、
平
底
に
近
い
。

口
縁
の
直
下
で
や
〉
外
反
し
、
最
大
径
は
口
縁
に
あ
り
、
高
さ
と
の
比
は
五
対
六
・
五
で
口

径
が
大
き
く
、
、
ず
ん
ぐ
り
型
の
感
じ
で
あ
る
。
底
部
か
ら
胴
部
に
か
け
て
は
や
〉
曲
線
を
と
る
。
胴
部
の
厚
さ
よ
り
も
、
底
部
が
か
え
っ
て
薄

く
削
り
と
ら
れ
て
い
る
の
は
煮
沸
に
際
し
て
火
の
通
り
を
良
く
す
る
た
め
の
手
法
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

椀
は
丸
底
で
は
あ
る
が
、
む
し
ろ
、
ゃ
、
尖
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
口
縁
に
向
つ
て
な
だ
ら
か
な
曲
線
を
描
く
が
、

口
縁
部
で
外
反

す
る
場
合
と
、
し
な
い
場
合
の
二
種
が
出
土
し
た
。
最
大
径
は
い
ず
れ
も
口
縁
に
あ
る
。
厚
み
は
底
部
が
大
き
く
、

口
縁
は
両
側
よ
り
削
り
落

し
て
鋭
角
と
な
る
。

杯
は
ほ
と
ん
ど
が
丸
底
で
あ
る
が
、

一
例
の
み
は
平
底
に
近
い
丸
底
で
あ
る
。
整
形
は
粗
雑
で
あ
る
が
、
胎
土
は
よ
く
精
選
さ
れ
て
い
る
。

口
縁
部
は
い
く
ら
か
ず
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
異

っ
て
い
て
ほ
ど
垂
直
に
立
上
っ
て
い
る
も
の
、
底
部
よ
り
そ
の
ま
冶
カ

l
ヴ
し
つ
、
の
び
る
も
の
、

腰
部
よ
り
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
口
縁
先
端
は
丸
昧
を
も
つ
も
の
が
多
い
が
、

一
例
は
内
側
か
ら
の
み
削
り
と
っ
て
鋭
角
を
な

し
て
い
る
。

厚
み
は
、
底
部
が
厚
い
も
の
と
、
殆
ん
ど
差
が
な
い
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。

甑
は
一
号
住
居
社
か
ら
一
個
体
分
出
土
し
た
が
細
片
で
あ
り
復
元
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
把
手
の
形
状
か
ら
推
定
し
て
、
伊
勢

山
遺
跡
出
土
の
大
形
甑
と
同
形
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
底
部
を
欠
失
し
て
い
る
の
で
孔
の
数
は
不
明
で
あ
る
。

嚢
の
完
形
品
は
出
土
し
て
お
ら
ず
、
復
元
不
可
能
の
破
片
で
あ
る
の
で
器
形
推
定
は
困
難
で
あ
る
。

以
上
の
土
師
質
土
器
が
出
土
し
た
が
、
器
形
よ
り
判
断
し
て
五
世
紀
末
か
ら
六
世
紀
初
頭
へ
か
け
て
の
所
産
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

@
祭
紀
用
土
器
類



手
先
で
ひ
ね
り
出
し
た
様
な
組
造
の
土
師
質
の
小
舟
が
三
箇
出
土
し
た
。
こ
れ
等
の
子
担
増
は
丸
底
で
胴
部
が
ふ
く
ら
み
、

口
縁
が
や
、
す

ぼ
ん
で
い
る
。
底
部
に
は
木
の
葉
等
の
圧
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
。
用
途
は
と
う
て
い
実
用
と
は
考
え
難
く
、
祭
紀
用
の
仮
器
で
あ
ろ
う
。

他
に
高
杯
と
推
定
さ
れ
る
脚
の
痕
跡
の
あ
る
土
師
質
の
皿
が
出
土
し
た
が
、
形
状
は
不
明
で
あ
る
。

∞
土
器
以
外
の
遺
物

砥
石
が
二
箇
出
土
し
た
が
、
材
は
と
も
に
鍛
密
な
砂
岩
で
あ
り
、

脊
曲
が
著
る
し
く
、
相
当
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
と
も
に
二
面
使
用
で
、

幅
三
J

二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
二
・

ol二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
長
さ
八
セ
ン
チ
位
に
折
損
し
て
い
る
。

他
に
二
号
社
か
ら
鉄
銀
と
思
わ
れ
る
鉄
器
片
が
四
点
出
土
し
た
が
い
ず
れ
も
腐
蝕
が
は
げ
し
く
、
そ
の
形
状
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な

も
コ

:
3

p

刀
一
戸
」

四
七



四
八

四
、
総
括
と
考
察

①
調
査
の
ま
と
め

伊
勢
山
遺
跡
に
・
お
い
て
は
、
す
で
に
茶
園
造
成
に
際
し
て
遺
跡
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
調
査
に
当
っ
て
も
神
社
境
内
の
樹
木
や
畑
の

作
物
な
ど
に
わ
ざ
わ
い
さ
れ
て
残
存
し
て
い
る
遺
構
を
完
全
に
発
掘
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
遺
跡
の
範
囲
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
、
集
落
の
規
模
を
知
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
伊
勢
山
低
丘
陵
に
は
、
相
当
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
遺
物
が
散
布
し
、
し
か
も
、
遺
物
は
縄
文
か
ら
弥
生
、
そ
し
て
古
墳
時
代
と
長
期
に

わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
残
存
し
て
い
る
遺
跡
の
中
心
は
、
伊
勢
山
神
社
境
内
付
近
の
こ
の
低
丘
陵
で
一
番
の
高
処
付
近
で
あ
り
、
し
か
も

古
墳
時
代
の
遺
跡
が
そ
の
主
流
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
古
墳
時
代
の
遺
跡
の
中
、
古
墳
は
完
全
に
津
滅

し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
残
存
し
て
い
る
住
居
祉
と
祭
紀
遺
跡
と
は
重
複
し
て
い
て
複
雑
な
相
を
呈
し
て
い
る
。

本
県
に
お
い
て
は
、
古
墳
時
代
の
住
居
祉
や
祭
紀
遺
跡
は
ま
だ
調
査
が
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
の
で
、
こ
の
調
査
が
本

県
に
お
け
る
今
後
の
調
査
研
究
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

伊
勢
山
神
社
の
社
殿
背
後
の
高
地
を
中
心
と
し
て
、
竪
穴
式
住
居
祉
群
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
付
近
一
帯
に
集
落
が

形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
地
面
を
掘
り
さ
げ
た
だ
け
の
簡
単
な
作
り
で
あ
っ
て
、
そ
の
平
面

0

フ
ラ
ン
は
方
形
で
、
住

居
の
壁
面
は
相
当
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
排
水
施
設
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
柱
は
壁
面
に
接
し
て
立
て
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
強
い
よ
う
で
あ

か
ま
ど
が
残
存
し
て

る
。
床
面
の
中
央
付
近
に
、
炉
祉
が
発
見
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
形
や
大
き
さ
は
一
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、

い
た
住
居
杜
も
あ
っ
た
が
、
か
ま
ど
は
粘
土
で
築
か
れ
、

一
定
の
方
向
に
壁
面
に
接
し
て
設
け
ら
れ
て
い
た
。

第
一
区
一
五
ワ
住
居
祉
の
西
側
と
、
第
三
区
二
号
住
居
祉
内
の
一
隅
か
ら
土
墳
が
発
見
さ
れ
た
。

一
は
屋
外
、

一
は
屋
内
に
あ
っ
て
、
そ
の
位



置
を
異
に
し
て
い
る
が
、
と
も
に
貯
蔵
穴
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
調
査
し
た
住
居
祉
の
規
模
は
、
す
べ
て

相
類
似
し
て
い
て
、
未
調
査
の
部
分
を
残
し
て
い
る
と
は
い
え
倉
庫
ら
し
い
建
物
の
遺
構
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
た
こ

れ
ら
の
土
墳
を
貯
蔵
穴
と
す
る
可
能
性
を
裏
付
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
区
一
号
住
居
祉
は
、
第
二
区
二
号
住
居
牡
と
第
三
区
一
号
住
居
祉
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、

第
二
区
二
号
や
第
三
区
一
号
の
住
居
杜
よ
り
も
早
い
時
期
に
営
ま
れ
た
住
居
祉
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
が
、
そ
の
年
代
差
は
遺
構
や

遺
物
の
上
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
第
一
区
三
号
住
居
祉
か
ら
は
炭
化
植
物
が
堆
積
し
て
出
土
し
、
第
五
区
の
住

居
祉
の
床
面
か
ら
は
炭
化
米
が
多
量
に
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
住
居
祉
は
と
も
に
火
災
に
あ
っ
て
廃
屋
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
住
居
祉
は
、
後
に
祭
紀
場
と
し
て
転
用
さ
れ
た
こ
と
が
、
出
土
し
た
遺
物
の
上
か
ら
推
定
さ
れ
る
。

祭
紀
場
の
中
心
は
、
第

一
区
二
号

と
第
三
号

一
号
で
あ
る
こ
と
が
遺
物
の
出
土
状
態
か
ら
考
え
ら
れ
、
住
居
祉
の
床
面
に

一
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
土
盛
り
を
し
て
祭
紀
場

と
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

②
祭
杷
遺
構
と
祭
杷
に
つ
い
て

祭
紀
の
形
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
第
一
区
二
号
と
第
三
区
一
号
の
祭
紀
遺
構
の
出
土
遺
物
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特

色
の
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
区
二
号
は
、
多
数
の
滑
石
製
平
玉
を
中
心
に
、
滑
石
製
円
板
な
ど
滑
石
製
模
造
品
が
主
体
と
な
っ
て
い

る
の
に
対
し
、
第
三
区

一
号
か
ら
は
滑
石
製
の
勾
玉
や
有
孔
円
板
な
ど
も
出
土
は
し
て
い
る
が
そ
の
数
は
少
な
く
、
土
師
器
の
高
郎
・
杯
・
壷

な
ど
を
中
心
と
す
る
・
お
び
た
だ
し
い
祭
紀
用
の
土
器
類
が
そ
の
主
流
を
な
し
て
い
る
。

第
三
区
一
号
で
は
、
滑
石
製
模
造
品
と
献
供
用
と
推
定
さ
れ
る
土
器
類
が
配
置
さ
れ
て
い
る
位
置
は
、

明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
て
、
土
器
類

四
九



五
O 

は
ほ
ぼ

一
定
し
た
範
囲
内
に
堆
積
さ
れ
て
い
た
。
滑
石
製
模
造
品
は
、
、
お
そ
ら
く
神
の
よ
り
し
ろ
と
し
て
用
い
ら
れ
、
土
器
類
は
神
へ
の
献
供

あ
る
い
は
直
会
の
容
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
堆
積
し
て
い
た
土
器
類
は
、

一
回
限
り
の
清
浄
な
も
の
と
し

て
継
続
使
用
を
絶
つ
た
め
に
埋
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
故
意
に
破
砕
さ
れ
た
あ
と
が
な
く
、

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
埋
納
さ
れ
て
い
た
点
が

注
目
さ
れ
る
。

祭
紀
用
と
し
て
の
土
器
類
に
、

ほ
と
ん
ど
形
式
上
の
変
化
が
み
ら
れ
ず
、
ま
た
、
第
三
区

一
号
出
土
の
土
器
の
よ
う
に
、
破
砕
さ
れ
た
あ
と

が
認
め
ら
れ
な
い
点
な
ど
か
ら
し
て
、
こ
の
祭
紀
場
が
数
回
に
わ
た

っ
て
使
用
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
は
乏
し
く
、
恐
ら
く

一
回
限
り
の
祭
紀

場
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
第
一
区
と
第
三
区
と
は
、
距
離
が
若
干
離
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
出
土
遺
物
に
も
異
質
な

も
の
が
見
ら
れ
る
点
か
ら
し
て
、
同

一
祭
場
と
見
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
同
時
に
両
方
で
祭
紀
が
挙
行
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
な

い
の
で
、
こ
の
両
遺
跡
聞
に
は
時
期
的
な
先
後
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
物
の
上
か
ら
こ
の
両
遺
跡
聞
の
先
後
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
神
の
よ
り
し
ろ
と
し
て
の
滑
石
製
模
造
品
が
多
く
て
、
献
供
ま
た
は
直
会
の
た
め
の
土
器
類
が
少
な
か
っ
た
第

一
区
二
号
の
方
が
古
い
要
素
を
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
第

一
区
で
祭
紀
が
催
さ
れ
て
か
ら
数
年
後
に
こ

の
祭
場
に
近
接
す
る
第
三
区
で
再
び
祭
紀
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

③
住
居
の
廃
絶
に
つ
い
て

こ
こ
に
住
居
が
建
て
ら
れ
、
生
活
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
祭
紀
場
と
し
て
転
用
さ
れ
る
ま
で
に
、
ど
れ
ほ
ど
経
過
し
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
な
い
。
出
土
し
た
土
器
類
が
祭
紀
用
に
供
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
生
活
用
で
あ
る
の
か
分
類
す
る
こ
と
が
不
可

能
で
あ
っ
て
、
生
活
用
土
器
と
考
え
ら
れ
る
甑
に
し
て
も
単
孔
の
小
形
品
は
、
そ
の
出
土
状
態
か
ら
み
て
祭
紀
用
に
供
さ
れ
た
可
能
性
が
強
く
、

ま
た
、
床
面
か
ら
出
土
し
た
生
活
用
土
器
の
数
が
少
な
い
上
に
完
形
品
が
な
か

っ
た
た
め
、
土
器
の
比
較
検
討
が
で
き
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
が
、



こ
の
間
題
の
究
明
を
困
難
な
ら
し
め
て
い
る
。

祭
紀
場
の
中
心
と
推
定
さ
れ
る
第
一
区
二
号
住
居
祉
の
炉
祉
の
炭
や
灰
の
推
積
が
少
な
く
、
ま
た
、
第
三
区
二
号
住
居
祉
の
か
ま
ど
も
炭
や

灰
の
堆
積
が
少
な
い
上
に
燃
焼
の
あ
と
も
少
な
く
て
、
極
め
て
う
ぶ
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
住
居
が
余
り
な
が
く
使
用
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
住
居
祉
群
の
床
面
か
ら
出
土
し
た
土
器
類
が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
、
出
土
し
た
土
器
に
ほ
と
ん

ど
形
式
上
の
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
ご
と
な
ど
も
ま
た
、
こ
こ
に
生
活
が
営
ま
れ
た
期
間
が
長
く
な
か
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
も
の
で
あ

ろ
う
。第

五
区
や
第
一
区
三
号
の
住
居
祉
の
ご
と
く
、
焼
失
し
た
後
に
再
建
さ
れ
る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
、
こ
れ
ら

が
焼
失
し
た
時
期
に
、
こ
の
集
落
全
体
が
他
ヘ
住
居
を
移
し
、
無
住
と
な
っ
た
集
落
札
也
で
祭
紀
が
挙
行
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が

推
定
さ
れ
る
。
と
に
か
く
、
居
住
の
始
り
・
一
部
の
住
居
の
焼
失
・
転
居
・
住
居
と
集
落
の
廃
絶
・
祭
紀
の
挙
行
と
い
う
こ
の
地
で
展
開
さ
れ

た
一
連
の
営
み
の
変
化
は
、
実
に
短
か
い
期
間
内
に
お
け
る
経
過
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。

④
遺
跡
の
編
年
に
つ
い
て

第
五
区
出
土
の
須
恵
器
の
高
台
付
杯
や
第
二
区
一
号
出
土
の
土
師
器
高
げ
ゅ
な
ど
を
は
じ
め
、

一
部
に
時
代
が
下
降
す
る
形
式
の
土
器
が
含
ま

れ
て
は
い
る
が
、
土
師
器
の
高
坪
の
大
半
は
、
須
恵
器
の
第

E
期
に
併
行
す
る
形
式
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
土
師
器
の
査
や
杯
な
ど
も
ほ
と
ん

ど
こ
の
第

E
期
に
該
当
す
る
形
式
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
伊
勢
山
遺
跡
出
土
の
土
器
類
は
五
世
紀
後
半
ご
ろ
に
編
年
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
ろ
う
。

こ
の
土
器
編
年
に
よ
っ
て
、
伊
勢
山
遺
跡
は
、
五
世
紀
後
半
ご
ろ
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑤
神
祭
と
喪
葬
に
つ
い
て

五



五

住
居
祉
や
祭
紀
遺
跡
出
土
の
土
器
類
と
、
後
期
古
墳
出
土
の
土
器
類
と
を
比
べ
て
み
る
と
基
本
的
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
。
住
居
祉
や
祭
紀
遺
跡
に
お
い
て
は
、
土
師
器
が
そ
の
主
流
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
期
古
墳
の
土
器
は
須
恵
器
が
そ
の
大
部
分
を
し

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
住
居
祉
か
ら
発
見
さ
れ
た
甑
や
祭
紀
用
に
供
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
小
形
の
単
孔
甑
な
ど
の
土
師
器
は
、

県
内
の
古
墳
か
ら
は
ま
だ
発
見
さ
れ
た
例
が
な
い
。

祭
紀
遺
物
と
し
て
普
遍
的
な
子
担
土
器
類
や
平
玉

・
有
孔
円
板
な
ど
の
滑
石
製
模
造
品
、
あ
る
い
は
鏡

・
鈴
な
ど
の
土
製
品
な
ど
、
古
墳
の

副
葬
品
と
し
て
は
、

ほ
と
ん
ど
例
を
み
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
滑
石
製
の
平
玉
や
土
製
の
玉
類
な
ど
が
例
外
的
に
古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
発
見

さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
祭
紀
用
具
と
古
墳
の
副
葬
品
と
の
基
本
的
な
差
異
と
い
う
も
の
は
、
喪
葬
儀
礼
と
神
祭
儀
礼
と
の
在
り
方
が
基
本

的
に
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

後
期
古
墳
の
羨
門
付
近
に
は
、
木
炭
や
灰
の
層
が
厚
く
堆
積
し
て
い
て
、
火
を
用
い
て
墓
前
祭
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

も
の
も
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
祭
紀
遺
跡
に
・
お
い
て
は
、
神
祭
り
に
火
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
痕
跡
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

こ
の
点
に
お
い
て
も
喪
葬
と
神
祭
と
の
儀
礼
が
異
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
祭
担
の
対
象
に
つ
い
て

こ
の
伊
勢
山
遺
跡
の
祭
紀
遺
跡
は
、
住
居
祉
と
重
複
し
て
は
い
る
が
、
住
居
に
付
属
し
た
祭
紀
場
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
す
な
は

ち
、
住
居
祉
の
床
面
に
一

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
に
新
し
く
土
を
敷
き
つ
め
、
祭
場
が
設
け
ら
れ
た
形
跡
が
顕
著
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
祭
紀
遺
跡
は
、
自
然
物
を
対
象
と
し
て
祭
紀
が
行
な
わ
れ
た
跡
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
こ
の
地
に
は
神
祭
の
対

象
と
し
て
考
え
ら
れ
る
巨
石
や
巨
木
な
ど
は
残
存
し
て
い
な
い
。
こ
の
遺
跡
の
あ
る
伊
勢
山
低
丘
陵
上
に
立
っ
て
、
見
渡
す
と
、
肥
前
側
の
九

千
部
山
か
ら
筑
後
の
山
々
ま
で
、
遠
く
に
あ
る
い
は
近
く
に
連
続
し
て
山
波
が
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
特
別
史
跡
基
鼎
城
跡
が
あ
る
標



高
四
一
四
メ
ー
ト
ル
の
基
山
が
、

一
番
近
く
に
望
見
さ
れ
る
。
こ
の
祭
紀
遺
跡
は
、
こ
の
基
山
を
対
象
と
し
た
祭
紀
場
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
み
る
基
山
の
山
容
は
、
神
南
備
式
霊
山
と
呼
ぶ
に
は
や
や
形
が
く
、
ず
れ
て
お
り
、
ま
た
、
古
代
に

お
け
る
基
山
に
対
す
る
信
仰
に
つ
い
て
も
未
調
査
で
あ
る
の
で
、

一
応
保
留
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

⑦
祭
担
遺
跡
と
神
社
に
つ
い
て

こ
の
伊
勢
山
祭
紀
遺
跡
と
こ
の
遺
跡
に
鎮
座
し
て
い
る
伊
勢
山
神
社
と
が
、
直
接
的
に
関
係
が
あ
る
の
か
ど
う
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
伊
勢
山
神
社
の
創
建
は
、
明
ら
か
で
な
く
、
現
在
神
社
の
境
内
に
あ
る
石
造
物
あ
る
い
は
拝
殿
の
絵
馬
な
ど
も
す
べ
て
江
戸
時
代
を

さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

肥
前
風
土
記
の
基
津
郡
の
条
に
、
長
岡
神
社
と
姫
社
の
二
社
の
由
来
を
記
し
、
ま
た
、
こ
の
基
山
町
に
は
延
喜
式
内
社
で
あ
る
荒
穂
宮
も
鎮

座
し
て
い
る
。

肥
前
風
土
記
で
は
、

他
に
ほ
と
ん
ど
神
社
を
挙
げ
て
い
な
い
の
に
、

こ
の
伊
勢
山
祭
紀
遺
跡
の
あ
る
基
津
郡
に
二
社
を
記
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
こ
の
伊
勢
山
祭
紀
遺
跡
と
風
土
記
の
神
社
と
が
直
接
的
に
関
係
は
な
い
と
し
て
も
、
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
臨
時
的
な
祭

場
か
ら
恒
久
的
な
神
社
へ
と
発
展
し
て
い
く
過
程
を
、
こ
の
基
山
町
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。

⑧
鳥
栖
市
永
吉
遺
跡
に
つ
い
て

こ
の
遺
跡
は
、
水
田
地
帯
に
帯
の
よ
う
に
南
北
に
連
な
る
標
高
僅
か

一
九
・
五
メ
ー
ト
ル
余
り
の
低
丘
陵
上
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
低
丘

陵
は
、
か
つ
て
は

一
連
と
な
っ
て
連
続
し
て
い
た
の
が
、
人
工
的
に
諸
処
が
破
壊
さ
れ
て
、
現
在
で
は
三
つ
の
小
独
立
丘
と
な
っ
て
水
田
中
に

五



五
四

孤
立
し
た
状
態
で
そ
の
一
部
分
が
残
存
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
遺
跡
も
そ
の
大
半
が
浬
滅
し
去
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
残
存
し

て
い
る
も
の
は
、
そ
の
極
く
一
部
分
に
す
、
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
が
堆
定
さ
れ
る
。
こ
の
丘
陵
の
周
囲
の
水
田
と
の
比
高
は
、
僅
か
一
・
五
メ

l

ト
ル
余
り
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
極
め
て
低
平
な
丘
陵
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
遺
跡
も
古
墳
時
代
に
属
す
る
住
居
祉
で
あ
っ
て
、
出
土
し
た
土
器
の
形
式
編
年
に
よ
れ
ば
、
伊
勢
山
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
比
定
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
伊
勢
山
遺
跡
の
住
居
祉
が
す
べ
て
堅
穴
式
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
永
吉
遺
跡
の
住
居
祉
が
平
地
式
で
あ
る
点
が
異
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
住
居
祉
の
近
く
に
排
水
溝
ら
し
い
施
設
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
伊
勢
山
遺
跡
の
高
燥
な
地
勢
に

対
し
て
、
低
源
地
に
位
置
す
る
こ
の
永
吉
遺
跡
で
は
、
住
居
の
排
水
に
特
に
留
意
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
、
平
地
式
と
い
う
構

造
も
、
排
水
溝
の
施
設
も
、
と
も
に
そ
の
排
水
を
よ
く
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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小倉部落より伊勢山遺跡を望む(正面の森)

五
七

発掘前の伊勢山遺跡第 1区 1号東側断面



伊勢山遺跡第 1区 1・2号住居祉(手前が2号祉)

伊勢山遺跡第 1区 1・2号住 居祉(左は土墳)

⑥ 
'870写80ーヮ.8

五
八
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7し

構.削除

指

発掘前の伊勢山遺跡第 1区(樹木伐採直後)

がら
司船

‘・‘

‘除

減給

第 1卜レン チ 1号住居±凶手勢山遺跡第 1区 1号住居祉



発掘前の伊勢山遺跡第 2区(松伐採直後)

六
O

伊勢山遺跡第 3区1号住居祉



ー-L.

ノ、

伊勢山遺跡第 3区 1号住居祉のカマド

伊勢山遺跡第 3区2号住居祉



伊勢山遺跡第 2区 1号破壊住居社

晶画ザ

噌蝋酔

崎海⑮

増議除
措理F

強敵:

伊勢山遺跡第 5区住居祉

-'-
ノ、



-L. 

ノ、

伊勢山遺跡第 5区住居祉のカマド

伊勢山遺跡第 5区住居祉の炉



伊勢山遺跡 第 2・3区発掘状況

六
四

伊 勢山遺跡 第 3区 1一号の祭紀用土器出土状況



伊勢山遺跡第 1区 2号の子担土器・滑石製平玉出土状況

六
五

伊勢山遺跡第 3 ・第 2区の単孔甑出土状況



伊勢山遺跡第 3区 1号住居祉の紡錘車出土状況

ムハムハ

発掘前の永吉遺跡



六
七

永
吉
遺
跡
ト
レ
ン
チ
全
景

永
吉
遺
跡
小
溝
と
堀
(
手
前
黒
部
分



永
吉
遺
跡
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
(
中
央
黒
い
部
分
は
堀

永
吉
遺
跡
壷
の
出
土
状
況 六

八



伊勢山遺跡箱式石棺蓋石

六
九

伊勢山遺跡箱式石棺内部



伊勢山遺跡出土の手控柑

伊勢山遺跡出土の手控器台、土鈴、土製勾玉

七
O 



伊勢山遺跡第 3区2号出土の土師器単孔甑

七

伊勢山遺跡、第 3区 1号出土の土師器郎



伊勢山遺跡第 3区1号出土の土師器高士不

七

伊勢山遺跡第 3区 1号出土の土師器壷
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要
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事

伊勢山遺跡出土の石鍛その他の混入遺物

判 7・I ，!O~llo;~ 

七 ， f 1 
伊勢山遺跡出土の紡錘車、土錘、鉄鎌



永吉遺跡出土の土師器杯・士宛

基山町公民館における展示会風景 (中央部分の木にかけであるのは平玉、約2，500筒)

七
四



発掘調査本部における出土遺物整理

七
五

発掘調査本部(基山町法泉寺ラジュウム泉)
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第3図伊勢山遺跡第 5区住居祉実測図
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第5図伊勢山遺跡第 2区・第3区実測図
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第10図永吉遺跡トレンチ実測図
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第11図 伊勢山遺跡出土の土師器杯 ; 
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第12図 伊勢山遺跡出土の土師器壷・増 ; 
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第13図 伊勢山遺跡出土の土師器甑

偽
物

⑫ 

(第 3区1号)

(第3区1号)

o 2 3 4 5cm 
」.....Lーι

(第 3区1号)

， 

/ 
/ 

/ 

，/ / r 
I " 

/ ノ

ノ

/ 

/ 

〆

ノ

(第 3区2号)





O 1 2 3 45  cm 

伊勢山遺跡出土の土師器高杯第14図

仁二二二二二二二コ(第 3区1号)

(第 3区1号)

て二

(第 3区1号)

(第 3区1号)

一O
三





O 
五

¥ 
¥¥¥  

第15図 伊勢山遺跡出土の土師器類 ?2 3 4?伺
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第17図 伊勢山遺跡出土の滑石製模造品
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第18図 永吉遺跡出土の土師器
O 2 3 45cm 
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O
道
路
敷
の
用
地
買
収
が
済
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
、
発
掘
調
査
や
補
償
資
等
に
つ
い
て
の
土
地
所
有
者
と
の
交
渉
、
調
査
員
の
宿
泊
所
や
賄
人
の
依
頼
な
ど
、
事

前
に
お
け
る
現
地
の
打
合
せ
に
相
当
の
時
日
を
要
し
、
七
月
十
四
日
か
ら
一
か
月
間
に
わ
た
っ
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

O
基
山
町
小
倉
の
法
泉
寺
温
泉
を
調
査
団
本
部
と
し
て
調
査
員
は
こ
こ
に
宿
泊
し
、
食
事
は
基
山
町
小
倉
公
民
舘
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
い
、
賄
に
は
地
元
の
婦
人
会

の
方
を
わ
ず
ら
わ
し
た
。
事
故
も
生
ぜ
ず
、
円
滑
に
調
査
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
地
元
の
井
上
区
長
や
森
町
議
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
理
解
あ
る
ご

協
力
に
負
う
点
が
極
め
て
大
き
い
。

O
地
形
測
量
は
、
正
木
勝
利
・
山
下
雅
彦
、
遺
跡
実
測
は
木
下
巧

・
木
下
之
治
・
柴
元
静
雄

・
光
武
隆
久

・
井
手
口
政
博

・
合
原
茂
宣
・
藤
戸
直
美
・
正
木
勝
利

・

古
賀
紀
裕
・
藤
井
要

・
中
島
信
幸
・
矢
ケ
部
定
次

・
析
谷
秀
秋
、
遺
物
の
実
測
は
松
隈
嵩

・
柴
元
静
雄
・
宝
蔵
寺
博
、
そ
の
他
実
測
図
の
整
理
は
木
下
之
治

・
柴

元
静
雄

・
木
下
巧

・
森
醇
一
郎
そ
の
他
が
行
な
っ
た
。
報
告
書
は
、
鳥
栖
市
永
吉
遺
跡
を
柴
元
静
雄
、
他
を
木
下
之
治
が
執
筆
し
た
。
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